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　イノシシは．占くからヒトとの関わりが強い動物である。イノシシは家畜種であるブタ

の祖先種であり、家畜の祖先種として現存する数少ない貴重な存在である。

　イノシシは分類学L、哺乳動物綱、偶蹄口、イノシシ科に分類され、バビルサ属・モ

リイノシシ属・イボイノシシ属・カワイノシシ属・イノシシ属に分けられている。イノ

シシ科の動物は反蜀をせず、哺乳類の中でも原始的な特徴を多く有しているが、雑食性

で繁殖力が強いことから川1界各地に広く分布している。現在の家畜種であるブタの祖先

種はイノシシ属と考えられている1’2〕。ウシ・ウマ・ヒツジ・ヤギに関しては、いずれに

おいても原種の推定に諸説が分かれ、疑問点が残されているが、ブタの腺種がイノシシ

属であることについての異論は出されていない3）。イノシシ属には多くのIlli種が存在し、

そのうちの数亜種が家畜化されたと考えられている。家畜化された年代は、各地で発見

された骨などから70〔，O年～10000年前のこととされている1’4’5｝が、近年、最もilfいブタ

の骨が中国の広自省において発見され、11300年前のものと推定された4》という報告もあ

り、はっきりしていない。家畜化された地域についてもいくつかの説があり、ヨーロッ

パイノシシ出来説や、染色体数の違いからアジア山来説も存在しているが、現在では世

界各地で多元的に行なわれたという見方が強い柵。

　動物および家畜の行動学が学問として確立して以来、家畜種のブタにおける行動学的

研究は数多く行なわれてきた。しかし、ブタの祖先種であるイノシシの行動学的研究は

あまり進んでいるとは言えず、1μ：界的に見ても少ない。

　ヨーロッパにおけるイノシシの研究は、テレメトリーをイノシシに装着して行なう生

態学的な調査がrP心となっている。　Durioら6）、Gerardら7）およびCarglleruttiら弓》は

それぞれイタリア北西部とフランス南西部および南部のイノシシの生息状況を、また、

MeriggiとSacclli9）はイタリア南部のイノシシによる穀類の被害状況を調査した。

DardaHlonとBeugnon且。》は、再捕獲によってイノシシの移動における環境特性の影響

を調査したところ、イノシシはヒトが耕作した土地を避け、ヒトの手が蔚けられていな

い土地を選択していること、また、捕獲したイノシシを放すと2つの方向に分かれて移動

月’：羊し、’幽『《rl弔1’噛　πl　　l二1’IT∵7［ド『
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していったことを報告している。Focardisらu）は地中海性森林地帯におけるイノシシの

年齢構成モデルを示し、イノシシの絶滅回避には定数個体の保護が有効であると述べて

いる。Boitaniら且2｝は飼育ドにあったイノシシを放し、その後の空間利用を調査した。そ

の結果、放した後の活動リズムは放す前と変わらなかったこと、飼育ドで生まれたイノ

シシと野生のイノシシにおける空間利川には差が見られなかったことを報告している。

Cosseと」alleau【3）はテレメトリー一を川いて、イノシシの活動を調査した。その結果、

各活動の持続時間は一定であったが、休息および移動を伴わない活動のバウトは個体に

よってかなりのばらつきが見られたと述べている。しかし、判然環境ドにおいては詳細

な行動の調査は難しく、行動を詳細に調査するためにはイノシシを’卜自然環境．ドおよび

飼育ドにおいて調査しなければならない。Quelletteら題4」9は半自然環境’ドで飼育されて

いるイノシシの給餌場での警戒行動を調査し、警戒行動は単独時に多く、2個体面1二のグ

ループと大きな差が認められたこと、また、警戒行動には3種類の型があることを示唆し

た。

　飼育ドのイノシシについては次のような調査も行われている。Blasetti16》は樹木や泥

浴び場、飲水場、小屋のある動物園の飼育施設における成イノシシと子イノシシの行動

を調査し、活動パターンと気温との閲に相関関係があることを示し、成イノシシと子イ

ノシシの場所の利川において差があることを報告している。Robertら17｝は屋内のペンに

収容したハンガリーイノシシとランドレース種のブタの行動を比較し、日中の活動パタ

ーンはそれぞれ二峰性を示したが・イノシシの方が早朝と夕刻における移動や探索が多

く行なわれたことを報告している。イノシシの行動全般については1968年に行なわれた

Gundlac11且8｝の半自然環境下における報告だけで、他には見当たらず、ブタと比較する

場合、いまだにこの報告が参考にされている。また、Gundlachi8，はイノシシの授乳特

性についても触れているが、イノシシは非常に繊細であるため、詳細な観察が困難で

あったと述べている。最近、Horrell：9）は2頭のイノシシの授乳特性を改めて調査し、ブ

タの授乳特性と比較した。その結果、イノシシの授乳にも5つの段階があり、ブタの授乳

特性と同様であったことを報告している。また、PepinとMauget20》が飼育ドの雌イノ

シシの成長を調査し、野生における調査2Dと比較している。

　アメリカ大陸には野生のイノシシは生息していないが、Graves22）およびBaberと

1ド．5　　’1聖門タ’－　　｝！1「．’11・；3’11：ド：
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Coblelltz23）は再野生化したブタの生態を調査した。また、イノシシ科と近縁のペッカリ

ー科における研究も行なわれおり、Packardら24｝は、飼育ドのクビワペッカリー一におけ

る発情時の雄の競争を観察し、飼育する際の群構成についても考察している。

Lochlllillerら25’26｝は新規個体導入後の群の行動および、繁殖成績を報告している。さら

に、Lochmillerら27｝は飼育ドのクビワペッカリー一の乳はブタの乳成分に似ていることか

ら、人工哺育のペッカリーに子ブタ用の人工乳が給与できることを示唆した。Theimer

と　Bateman28，は、クビワペッカリーのサボテンに対する食性パターーンを理解するため

に野生と飼育下で調査を行ない、サボテンの部位に対する嗜好性を報告している。イノ

シシに近縁なペッカリーについては比較的細かな調査が行なわれており、飼育に関する

報告もされている。一方、イノシシにおけるこのような調査はほとんど行なわれていな

い。

　わが国においてもイノシシとヒトとのつきあいは占く、縄文時代にもイノシシの狩り

が行なわれ、貝塚には必ずといってよいほどイノシシの遺骨が発見されている29）。万葉

集にもイノシシ料理が記載されている30》。その後もイノシシを飼育した形跡が見られて

いるが、仏教伝来以降、獣肉を食することが禁じられ、イノシシを補職し、食肉として

利川することが困難となった。しかし、イノシシは山鯨と名を変え、人々の日に人つた

3P Bこのようにイノシシは、わが国に生息する最も一般的な野生動物の’つであり、昔

からヒトの生活と関わりを持っている。しかし、その習性は猟師などの経験から伝えら

れているものがほとんどで、科学的な裏付けはなされていない。わが国におけるイノシ

シの研究においても、頭骨や歯式などの比較解剖学的な報告や生態学的なものは見られ

るが、行動学的な報告はほとんどない。Kanzaki32）は中国地方のイノシシの体格を測

り、成長とその性差について報告した。常田ら33｝はテレメトリーを川いた調査を行な

い、ニホンイノシシの土地利用パターンに関する知見を収集した。11irotani　と

Nakatani34）は六甲山におけるニホンイノシシの群の構成パターーンを調査し、母親と同腹

の子の群、雌だけの同腹の群および雄の単独個体の3タイプを観察した。雄は生後1年以

内に単独となるが、雌は母親が次の分娩をする前に、同腹の雌だけのグルーープを構成

し、この群の個体が成熟し繁殖を行なうまで安定していることを報告した。Nakatalli

とOno35）は六甲山における6年間の観察によって群の構成の推移を明らかにした。さらに

1；1・　　馳脳i3’∵ ！「 堰u1”　　1ワ1
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Nakatalli36）は九州地方のニホンイノシシにおける巣の利川パターンを生態学的に調査

し、巣には2つのタイプに分類されること、巣のサイズがそれを使川する個体数によって

変化することを示唆している。このように、国内外を間わずイノシシの研究は生態学的

なものが多く、行動の調査はほとんど行なわれていないのが現状である。

　近年、わが国ではイノシシ肉の需要が増加してきており、また、地域活性化のための

特産品の目＝」くとしてもイノシシは各地で注目されている。それに伴って、イノシシ肉の計画

的生産が行なわれるようになってきたが、注意すべき点がいくつか挙げられる。イノシシは飼育

され、世代を重ねると比較的速く体型的な変化が起こり、ブタに似てくると言われている3∂。そ

こで、イノシシの野生肉としての特徴を残すためには定期的に野生のイノシシを導入することが

必要不可欠となる。しかし、イノシシは非常に警戒心の強い動物であるため、野生個体を導人す

る際の管理は慎重に行なわなければならない。また、温厚で人に慣れた個体であっても発情期や

分娩時期には・一一変し、攻撃的になり、事故も多い。野生の血を定期的に導入する管理方法におい

て、この時期の本能的な気質の荒さを解消するのは不可能に近い。イノシシを飼育するための

のマニュアル38－4ωも作られるようになってきたが、まだ飼育経験が浅く、科学的なデー

タもほとんど盛り込まれてはいないのが現状である。兼光ら4Dもニホンイノシシにおけ

る繁殖の調査を行なうに当たって、参考とすべき報告は極めて少ないと述べている。実

際にイノシシを飼育している現場においてもイノシシ飼育のための研究を求める声は多

い。著者らはこれまでに、飼育一ドのニホンイノシシについて、その色覚能力姻、社会的

順位43｝、離乳後の行動44）および性行動㈲の調査を行なってきた。

　行動学的手法を川いて、イノシシにおける色覚能力を有彩色と無彩色との識別能力を

中心に調査した結果、イノシシは青・青紫と一部の紫については明確に識別できたが、

色が赤や緑に移行するにつれて見えにくくなった42，。また、ブタは肖だけを識別した46〕

のに対し、イノシシは緑についてもある程度識別可能であることが示唆された。

　成熟したイノシシの群の採食時における社会的順位はブダ7’側と同様に直線的であ

り、摂食時以外の順位と一致していた。この調査で行なった給餌法は、イノシシのよう

に取り扱いの困難な動物における社会的順位を調べる方法として、飼料争奪法よりも容

易な方法であることを紹介した43）。

　離乳後の子イノシシの行動についても調査したが、活動パターンは二峰性示し、1年後

1三1 ：㍉1L「’「‘ r　7「　”
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の調査においても同様であった44｝。

　さらに、イノシシの性行動のについては、雄イノシシの雌イノシシに対する性行動に

は定型的なパターンがあるのかを調査した45）。その結果、分類した全ての性行動におい

て有意に推移しやすい行動と有意：に推移しにくい行動が存在した。M（川lltmg（乗駕）

へ有意に移行するのはChi11－resting（顎のせ）とFollowillg（追従）であった。ま

た、llead　to　head（対頭）とN【）sing（鼻付け）、FoUwhlgとM（川ntmgは交互に

互いの行動が繰り返される傾向にあった。SIliffhlg（嗅ぎ）はLeavlng（退ち去り）と

Chin－restingに推移しやすいことが示され、　Sniffillgが性行動を継続していくか、あ

るいは中止するかの分岐点となっていることが示唆された。このことから、イノシシは

ブダ9｝に比べ性行動パターンが固定的・定型的であるのに対し、ブタは家畜化に伴って

この特性が薄れてきたのではないかと考察した。雄は雌の左側で行なう性行動が右側の

それよりも有意に多く、雄の性行動には左右偏好性が存在する“∫能性が示唆された。ま

た、ウマや二二類でよく観察されるブレーメンをブタやイノシシは行なわないとされて

いだ0｝が、雄イノシシのブレーメン様行動が観察された。このように、著者らはイノシ

シの性行動を明らかにしてきたが、これに続く雌イノシシの分娩、哺乳期における行動

は不明な点が多い。そこで本研究は分娩および哺乳期におけるニホンイノシシの行動を

明らかにし、イノシシ飼育の適切な管理方法を確立するための基礎として、イノシシの

分娩前における行動の変化（第1章）、分娩時の行動（第2章）、分娩前後のヒトに対す

る行動の変化（第3章）、分娩直後1週間における母親と予どもの行動（第4章）、分娩後

1カ月間における母親とfどもの成長に伴う行動の変化（第5章）、哺乳期におけるrの

遊戯行動の発達（第6章）および、哺乳期における、ワラ給与の有無が行動に及ぼす影響

（第7章）を調査した。

　イノシシは警戒心が強く、繁殖行動などは人目に触れないところで行なわれる。その

ため自然環境下におけるイノシシの性行動や分娩行動を研究することは非常に困難であ

る。自然状態では観察が困難なイノシシの行動を、ヒトの飼育管理ドに置くことによっ

て詳細なデータを得ることのできる本研究は、極めて希少なものであり、イノシシ飼育

の管理技術の向．ヒに貞献ずるとともに、野生のイノシシにおける行動研究の一一・助にもな

るものと考えられる。

・l 戟@”Fl“’「 1電1’
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　　　　　　　　第1章

分娩前におけるイノシシの行動の経ll的変化

11的

　ブタの管理においては、損耗防止の面から、分娩から離乳までの期間が最も亟要であ

るが、イノシシの管理においてもそのことは同様である。

　半白然環境下における分娩前のブタの行動は11est－site　seekillg（分娩を行なう場所

を探す）　とnest　bunding（分娩を行なうための巣を作る）に分けられるbD。ブタは、

分娩の数日前に群を離れ、分娩の15時問から24時間前に分娩に適した場所を探す11est－

site　seekhlgが行なわれる。この行動が4時間から6時間継続された後、分娩巣を作る

nest　buildhlgが1．2時間から3時間行なわれる。このような行動はII∫野生化したブタに

おいても報告されている22）。分娩前のブタが群れを離れるのは、生まれた子ブタが他の

個体と出会って殺されないため、母親の乳を他個体の子供にとられないため、感染性疾

病の蔓延防止、および、母と子の結びつきをより強くするため、などによるものと考え

られている‘2）。舎飼いのブタにおいても分娩前に活動性53’鋤や姿勢変化の回数の増加が

認められているb5『5η。ブタの歩行距離は分娩の・1時間から11時間前に増加し、分娩経験に

よる差はなかったことが報告されている蟹’9》。このことからllaskellら5q’1”）はブタにおける

分娩前の行動の変化は、経験よりも生得的な要因が強く働いていると考察し、さらに、

分娩前のブタに異なる方法でワラを給与した場合、移動距離に差が認められたこと、個

体によってワラの利川に違いがあったことなどから、nest　bllildmgをf∫なう動機付け

は内部環境だけでなく、外部環境の影響も受けると報告している。ヨーロッパイノシシ

については、GUndlach囲は分娩前に雌が群を出ることを述べているが、分娩前の行動

の詳細な報告はほとんどない。また、ニホンイノシシにおける分娩前の行動を調査した

報告はない。そこで本研究では、イノシシの飼育管理方法の検討およびブタとの比較を

行なうことを目的として、飼育一ドにおけるニホンイノシシの分娩3週間前から前日までの

行動を調査した。

1ζ1　・‘ご”、隅・ ．」’1　’
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材料および方法

　1．調査場所

　調査は栃木県芳賀郡市只町1こ位饗する石井牧場（図1－1）の・角にあるイノシシ牧場

（図1－2）で行なった。牧場全体の面積は約5haあり、乳牛、シャモおよびイノシシが

飼養されている。イノシシの飼育施設は石井牧場の北部に位置し、野外の放飼場と分娩

舎で構成されている。本調査はこの分娩舎内で行なった。本牧場のイノシシ飼育而積は

約600童rlあり、’F均50頭前後のイノシシがここで飼養されている。放飼場では各区画と

も雄1頭と三頭から10頭前後の雌が収容されている。

　2．供試動物

　本牧場の放飼場において1996年12月から1997年1月に自然交配されたニホンイノシシ

（Sus　scrofa　le｛’co’ηys乙ax）の雌5頭を供試した（表1－D。供試イノシシは1997年3

月中句に分娩舎内の分娩房に収容された。

　3．調査期間

　調査は1997年3月から5月にかけてffない、各妊娠イノシシの分娩1．1の3週間前、1週間

前、51」前、3日前、⊥日前の行動を観察した。

　4．施設

　　分娩舎（8．3mx16．5m，図1－3）は9つの分娩房（5．・hllx1．8m）からなり、雌イ

ノシシは通常、分娩の1カ月から1．5カ月前に各分娩房に1頭ずつ収容された。分娩後はf

イノシシが離乳するまでここで飼養された。分娩房は分娩室と広場からなり、滑車によ

り．L下する扉が設置されていた（通常は開いている）。分娩室には保温箱（O．75xlm）

が設置されていた。広場の壁に沿って水が常II芋流れており、　rl山に飲水できるように

なっていた。

D　I
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牧草地

イノシシ牧場
　　　◎

　　　　　　分娩舎

　　　　國圏

姦薦□閣

　　　イノシシ放飼場

＜トー70m一一レ

00m

釣り堀
釣り堀

釣り堀

図1－1．石井牧場全景



9

a繁殖・肥育用放飼場

b育成用放飼場
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図1－2．イノシシ飼育施設の概要
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表1－1．供試イノシシにおける分娩日、推定年齢および産歴

個体No． 分娩口 年齢 産歴

1997勾三4月121］

1997イ1三4月28口

1997向三4ナ」291」

1997イ1三5月　 2U
1997イr5月22日

3～6
（推定）

～
．
j
～
～
f

ノ
ー
イ
イ
イ
メ
等

∫．・llド噛’1州ア’　　了1・臼「四1”｝一
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囲・保温箱鞭撒・流水

図1－3．分娩舎の概要
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　5．食司養斗犬宇兄

　イノシシの口常管理は、06：30～07：30と15：〔，0～16：0〔，に清掃、給餌、給水が行なわ

れていた。飼料はブタ育成後期川の配合飼料（日清製粉／口清飼料製）を給与していた。

配合飼料の飼料成分と給与量を表1－2および表1－3に示した。

　6．調査ノ∫法

　各供試イノシシについて分娩llの3週間（2111）llな、1週間（7m前、511前、311前

および前日における05：00～18：0〔1までの行動を観察した。観察はカラー司画面システム

カメラ（Pallasonic　wv－CPI30・wJ一・i30A）をタイムラプスピデオデッキ

（Panasonic　AG－6720・AG－6720A）に接続して録画した。カメラは各分娩房に2台

川い、それぞれ広場と分娩室の．L部に設置した（図1一・D。行動は休息、遊歩、探査、摂

食、飲水、排泄、その他に分類した。休息についてはさらに横臥休息、伏臥休息、犬座

休息、立位休息に分類した。記録は2分間隔の瞬間サンプリングとし、1日390回のサン

プル点において各行動が観察された回数を比較した。行動の記録とともに、イノシシが

分娩房の広場、保温室および巣のどこにいるのかも記録した。巣は保温室内の保温箱と

壁の隙間の部分とした（図1－3）。

　7．解析方法

　各供試イノシシの行動に共通した経i1的変化が認められるのかどうかをノンパラメト

リック法のFriedlllanの検定によって解析した。

・・‘ h、’『：！グ ’μ．　一’iド
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表1－2．配合飼料成分表

粗タンパク質

粗脂肪

粗繊維

粗灰分

カルシウム

りん

可消化粗タンパク質：

肩∫マ肖イヒ養ク）・総もヒ

16．0％以一k

4．0％以一L

5．0％以下

8．0％以下

0．50％以上

0．40％以上

13．6％以上

78．0％以上

子ブタ後期育成川配合飼料（日清製粉／日清飼料製）

表1－3．飼料給与量

子ブタ用人工乳　　　　ブタ育成後期川配合飼料

　不断給餌　　　　1509＿＿＿＿＿＿＿一レ1．5Kg～2．OKg

離乳期 育成期 成イノシシ

＊上記の量を1日2回に分けて与える

ll’
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結果

　1．活動と休息の割合における経日的変化

　分娩3週間前から分娩前Uにおけるイノシシの活動と休息の割合を図1－5に示した。休

息の割合は、分娩「1の1週間前に増加し、分娩前目に減少する有意な変化（P＜0．01）を

示した。休息は分娩3週間前が31．2％、その後、分娩311前までは50％前後であったのに

対し、分娩前口において急激に減少し、16．6％となった。

　2．活動と休息の割合における1時間ごとの変化

　05：00から18：00における活動と休息の1時間ごとの変化を図1－6，a－eに示した。活動

は全期間を通して朝夕の摂食時をピークとした二峰性を示した。この傾向は分娩1週間前

から31－1前にかけて強く現れていた。分娩3週間前では全体的に活動性が高く、休息が50

％を越えた時間帯は05：00～06：00（50．7％）、08：～09：00（51．3％）および

17：00～18：00（58．7％）の3時問だけであった。分娩1週間前から分娩311前までは休息

が全体的に増加し、休息の割合が50％を越えた時間帯はそれぞれ8時闘（1週間前）、8

時間（511前）、7時間（3［1前）であった。しかし、分娩前llになると休息が極端に減少

し、休息の割合がが50％以Lを占める時間帯はなく、（，8：00～09：00における40％が最も

高く、それ以外の時岡帯はすべて30％以ドであった。

　3．各行動の油日的変化

分娩前のイノシシにおける各行動の経日的変化を図1－7に示した。休息の中では横臥姿

勢に有意な元日的変化が認められた（P〈O．05）。活動においては遊歩、探査、摂食およ

び飲水の割合が有意に変化した（P〈O．05）。分娩1週間前、5「1前および3日前の活動と

休息の割合は類似ていたが、その内容には変化が見られた。この期間、横臥休息は徐々

に増加したが、逆に伏臥休息は徐々に減少した。活動においては探査が少しずつ増加

し、反対に摂食が減少していった。分娩前日になると遊歩が分娩3日前の15．6％から

41．1％に増加し、横臥休息は35．7％から8．2％に減少した。飲水は分娩の3週間前は1．7

’7 P，臨「層
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図1－5．分娩前におけるイノシシの活動と休息の割合

　　　　　　　　　　　　　　（P＜0．01：Friedman　test）
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図1－6，a．分娩3週間前のイノシシにおける活動と休息の1時間ごとの変化

　　　　　　　　　　　　　　　　　時刻

図1－6，b．分娩1週間前のイノシシにおける活動と休息の1時間ごとの変化
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図㍗6，c．分娩5日前のイノシシにおける活動と休息の1時間ごとの変化

　　　　10096．『

　　　　9096

　　　　　　　　　　　　　　　　時刻

図1－6，d．分娩3日前のイノシシにおける活動と休息の1時間ごとの変化



　　　　100％1‘1、，

　　　　9096・

　　　　　　　5　6　7　8　9　1011121314151617

　　　　　　　　　　　　　　　　時刻

図1－6，e．分娩前日のイノシシにおける活動と休息の1時間ごとの変化



　45％

　40％
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割25％

ムロ20％

　15％
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　　096

＋犬座休息

，＋伏臥休息
　　　　　　　★　　　横臥休息

、→←侍立休息

i→←遊歩★

　　　　　★i一〇一探査
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　　　　　★
i一一飲水

・一鱒一 r泄
一傘一一他

3w　　　　　lw　　　　　5d　　　　　3d　　　　　ld

　　　　　　　　　　分娩前の期間

図1－7．分娩前におけるイノシシの各行動の三日的変化

　　　　　　　　　　　　　★P＜0．05：Friedman　test
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％であったが、分娩前日には3．2％に増加した。

　4．各行動の1時間ごとの変化

　分娩3週間前から分娩前日までの05：00～18：00における各行動の1時悶ごとの変化を図

1－8，a－eに示した。分娩3週間前から311前の午前までは、摂食のピークの後に横臥休息

が最も増加したが、311前の午後の摂食以降、この傾向は見られなくなった。分娩3週間

前と分娩前IIはともに活動の割合が高くなったが、その内容は異なっていた。分娩3週間

前においては午前と午後で遊歩と探査の割合が逆転したのに対し、分娩前［ではほとん

どの時間帯において遊歩の割合が高かった。

　5．分娩室の利川と巣作り行動

　分娩3週間前から前「1までの分娩房における分娩室の利川と巣作り行動を図1－9，10，11

に示した。分娩室（図1－9）および分娩室にある巣、（図1－10）の利川においては個体差

が大きく、分娩日が近づくことによって一定の変化を示すこともなかった。また、巣作

り（図1－11）についても分娩日が近づくことによる変化は見られなかった。
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図1－8b．分娩1週間前のイノシシにおける各行動の1時間ごとの変化
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図1－8c。分娩5日前のイノシシにおける各行動の1時間ごとの変化
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図1－8e．分娩前日のイノシシにおける各行動の1時間ごとの変化
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考　察

　本調査において、分娩前のイノシシの行動は、分娩前liに特に活動的になることが示

された。また、分娩3週間前の活動も71号発であった。しかし、活動の内容には違いが認め

られ、3週間前では探査行動が多かったが、分娩日の前11は遊歩が多くなった。この結果

はJellse11ら1’1’52｝の半自然環境ドにおけるブタの調査と・致している。　GulldlacllB，は、

半自然環境ードのイノシシが群がら離れて分娩することを報告しているが、分娩1而の活動

量の変化については述べられていない。今回の調査においてブタと1司様の結果が得られ．

たことから、Jellsenら5亘’5P）の報告している11est－seeking　phaseを祖先種のイノシシ

も持っていること、飼育管理ドの狭い分娩〃∫においても11est－Seekingをffなうことが

が明らかになった。また、本調査において、イノシシの遊歩が増加したこと、分娩室の

利川や巣作り行動は個体によって差が大きく、分娩前の増加傾向を示さなかったことか

ら、ブタの分娩前の歩行の増加は生得的なものであるが、巣作りおよび分娩巣の場所の

選択については外部環境も影響を及ぼすと考察したIlaskellら59’59｝の報告が裏付けられ

た。

　分娩1週間前から3日前までの活動と休息の割合に差が見られなかったが、その内容を

比較すると、徐々にではあるが、探査と横臥休息が増加し、摂食と伏臥休息が減少を示

した。分娩が近づき、胎児が成長してきたことによって、母胎および胎児に負担がかか

らないように休息の姿勢が変化したものと思われる。また、飲水は分娩の3週間および1

週間前が1％台、51．1および3日前が2％台、前日が3％台と分娩が近づくにつれて増加す

る傾向が認められた。ブタは分娩の1日から2口前から乳汁の分泌が開始される6’｝’61｝ので

イノシシにおいても分娩間近の乳汁の生産や分娩前日の活動量の増加によって飲水が増

加したと考えられる。これまでのブタの分娩前における行動の報告‘’i●58’59）には、分娩前U

の遊歩の増加ばかりが議論されているが、その前の段階から分娩を行うための行動の変

化が起きていることが示唆された。

　今回の調査では分娩房の構造L、分娩するのにふさわしい場所が限られており、ま

た、巣の材料になるものも’チえていなかった。今後は分娩房の環境を変えることでイノ

【’　．一…’！川「’ 冒1．’「 G・「i一’、
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シシの行動がどのように変化するのかを調査する必要がある。また、分娩後の環境の変

化に対するイノシシの行動を調査した結果は第7章に報告した。

［1．・1一’；ノ’11c［．r二　　丁　　・「1・∵’「：1・Ll
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要約

　イノシシの飼育管理方法の検討およびブタとの比較を行なうことを口的として、飼育

ドにおけるニホンイノシシの分娩3週闘前から前車までのf∫動を調査した。ニホンイノシ

シの雌5頭を供試し．各妊娠イノシシの分娩i1の3週間前、1週間前、5111】…　311前、111

前の行動を観察した。行動は休息、遊歩、探査、摂食、飲水、排泄、その他に分類し

た。休息についてはさらに横臥休息、伏臥休息、犬座休息、、‘疋位休息に分類した。休息

の割合は、分娩「1の1週間前に増加し、分娩前11に減少するイ∫意な変化（P＜｛，．〔⊃1）を示

した。分娩が近づくに連れ、休息の姿勢に有意な経変化が認められた（P＜0．｛，5）。活動

は、遊歩、探査、摂食および飲水の割合が有意に変化した（P＜O．05）。分娩1週間前、5

「i前および311前の活動と休息の割合は類似ていたが、その内容には変化が見られた。こ

の期間、横臥休息は徐々に増加したが、逆に伏臥休息は徐々に減少した。活動において

は探査が少しずつ増加し、反対に摂食が減少していった。分娩前口になると遊歩が増加

し、横臥休息は減少した。飲水は分娩の3週間前から徐々に増加した。分娩3週間前から

前11までの分娩宮内における場所の利川は個体差が大きく、分娩liが近づくことによっ

て一定の変化を示すこともなかった。また、巣作りについても分娩11が近づくことによ

る変化は見られなかった。

　今回の調査において、イノシシも廃帝種であるブタと同様にnest－Seekh19　pilaSe

持っていることが明らかになった。また、本調査において、イノシシの遊歩が増加した

こと、分娩室の利川や巣作り行動は、個体によって差が大きく、分娩前の増加傾向を示

さなかったことから、ブタの分娩前の歩行の増加は生得的なものであるが、巣作りおよ

び分娩巣の場所の選択については外部環境も影響を及ぼすという説が裏付けられた。分

娩1週間前から3日前までの活動と休息の割合に差が見られなかったが、その内容を比較

すると、徐々にではあるが、各行動に変化がみられた。これまで、分娩前1］の遊歩の増

加ばかりが議論されていたが、その前の段階から分娩を行うための行動の変化が起きて

いることが示唆された。

卜『｛ll　’1凹ア『 1・ド：　「’　噛幽1ド’ll『
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　　　　　　第2章

イノシシの分娩成績および分娩行動

　　　　　　　ll的

　兼光ら引〕はニホンイノシシにおける繁殖成績を報告しているが、調査を行なうに当

たって参考とすべき報告は極めて少ないと述べている。

　ブタは産気づくと横臥姿勢をとり、腹部を伸ばして激しく尾を振る。分娩はほとんど

が午後または夜間に行なわれ62）、　一般に311芋闇から4時llllを要するが、分娩経験の有無や

産子数によってかなりのばらつきがある。母ブタは分娩後、子ブタに対するリッキング

をほとんど行なわない63｝。また、先に生まれた個体は後に生まれた個体よりも乳頭への

到達が遅いが、娩川された予ブタのほとんどは30分以内に哺乳を開始すると報告されて

いる64㌦ブタの飼育では、娩出された直後にヂブタは管理者によって歯切りなどの処置

を行なわれるが、イノシシの場合は分娩後3日間は給餌以外の管理はほとんど行なわない

方がよいとされている。誤って子イノシシに近づくと、母イノシシから攻撃を受ける、

あるいは母親が興奮して子を殺すという重大な事故を起こしかねないため、管理者が分

娩に立ち会うこともしないのが普通である。このようなことからイノシシの分娩の観察

は困難であり、これに関する報告も繁殖成績以外4Dでは日にすることがほとんどない。

そこで、イノシシの分娩時の行動を明らかにするとともにイノシシの飼育管理方法の検

討および家畜種であるブタと比較することを目的として本研究を行なった。

1ボlhl　！　㌔凹r｛”・い7‘　1’1；；’1111．∵・’！・「
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材料およびノ∫法

　1．実験場所

　調査は第1章と同様に、石井牧場（図1－1）の・角にあるイノシシ牧場分娩舎（図1－

2）で行なった。

　2．供試動物

　分娩行動の調査は、本牧場の放飼場においてL995年11月から1996年Ulにrl然交配さ

れた2頭および、1996年⊥1月から1997年1月にrl然交配された6頭、計8頭のニホンイノ

シシのうち、分娩の撮影に成功した3頭を供試した（表2－1）。供試イノシシはすべて経

産雌であった（分娩回数は渋りD。分娩成績については、1995年から1997画面かけて分

娩を行なった延べ17頭に加え、本牧場における1993年および1994年のデータ（延べ18

頭）も使川した。

　3．調査期間

　分娩成績については1993年春から1997年春までのデーータを集めた。分娩行動の記録は

1996年4月2〔，r1と2⊥日、1997年4月12【1および、1997年5月22日に行なった。

　4．施設

　分娩舎（図1－3）は9つの分娩房からなり、雌イノシシは、分娩の1カ月から1．5カ月

前に各分娩房に1頭ずつ収容された。分娩後、子イノシシが離乳するまでここで飼養され

た。分娩房は分娩室と広場からなっており、分娩室には0．75m×1．01nの保温箱が設i置

されていた。広場の一方の壁に沿って水が常時流れており、自山に飲水できるように

なっていた。

5．飼養状況

イノシシの［i常管理は、06：30～07：30と15：00～16：00に清掃、給餌、給水が行なわ

　　　　　　　　　　冒ド，lj∵－・｝｝q「「’』’，’ドー▼11㌦’
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れ、飼料はブタ育成後期川の配合飼料（II清製粉／Illl猛∫飼料製）を1頭あたり1．5～2．Okg

（／「Dを給与された（表1－2・表1－3）。

　6．i調査ノ：ノ～去

　1）　づ｝女免ル父績

　分娩成績は、本牧場における1993年から1997年までのデータを川いた。産∫ζ数につい

ては5年間で延べ35頭のデータを川いたが、．・部記述の不備もあり、性別については

1995年から1997年までの3年間、分娩のf∫なわれた時悶イ1｝については1996年から1997

年の2年間のデータを川いて比較考察した。

　2）分娩行動

　各供試イノシシについて分娩および分娩の前後1時間をビデオカメラにより観察した。

1号イノシシの観察には屋内川赤外線暗視カメラ（Pallasonic　WV－CD810）を分娩室に

設置した。2号および3号イノシシにおいては各分娩房に2台の監視川4画面システムカメ

ラ（Pallas（川ic　WV－CP130・WJr13〔，八）をそれぞれ分娩室と広場の天井部分に設置し

た（図1一・D。カメラはすべてタイムラプスビデオデッキ（Pallas（川ic　AG－6720・

AG－672〔，A）に接続した。行動は休息授乳、　lll：話、巣作り、遊歩、探査、摂食、飲水、

排泄、その他に分類した。休息はさらに横臥休息、伏臥休息、犬座休息、で五位休息に分

けた。記録は連続観察とした。行動のil己録時にイノシシが分娩房のどこを利川している

のかを分娩房の広場、分娩室および巣に分けて記録した。巣は、よく巣作り行動が行な

われる保温箱と保温室の壁の隙間とした（図1－3）。

．」∵‘軍’『
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結　果

　1．分娩の概要

　供試イノシシ3頭における分娩の概要を表2－1に示した。1996年に2頭、1997年には6

頭のイノシシに対して分娩房にカメラを設置し、分娩の撮影を試みたが、実際に記録で

きたのは3例だけであった。1号、2｝｝および3｝ナイノシシの産f数はそれぞれ4頭、4頭、

5頭であった。分娩開始から末j亀娩出までの分娩時間はそれぞれ5・j分、・」1分および32｛1分

であり、個体によってかなりの開きがあった。最短娩出間隔はそれぞれ、1分、7分、7分

であり、最長分娩間隔は37分、24分および193分であった。また、初」㌃娩出後、授乳開

始までに要した時間はそれぞれ、53分、35分および109分であった。

　過去2年間において夜間（11没から11の出）と11中（nのlllから11没）に行なわれた分

娩数を図2－1に示した。14例中10例が夜間に分娩が行なわれ、1111】は、午前（llの出か

らIE午）と午後（正午から11没）の分娩が2例ずつであった。

　過去5年間における分娩の記録を表2－2に示した。過去3年間は著者が自ら分娩後に確

認した記録である。各年の、r均産子数が最も多いのは199・j年の5．6頭であり、逆に最も

値の低いのは1995年の3．3頭であった。5年問の’F均産予数は4．4頭であり、雌雄の性比

は1：1となった。また、各腹ごとの雌雄の性比を見ても、どちらかの性に偏ることはほ

とんどなく、雌と雄の差が2頭以しになったのは1995年から1997年までの3年間で17例

中1例（雌3頭・雄1頭）だけであった。

　1994年から1997年までの・1年間の26例における産子数のヒストグラムを図2－2に示し

た。産子数が4頭の腹が最も多く8例、次いで5頭の7例であった。最も多い産子数は7頭

で1例、最も少ない産子数は2頭で3例であった。

　2．分娩時の行動

　分娩中および分娩の前後1時問における母イノシシの行動を図2－3に示した。2甘およ

び3号イノシシにおける分娩前1時間の行動は巣作りと休息、が111心となっているが、1号イ

ノシシは遊歩と探査の割合が比較的高かった。分娩中は1号イノシシにおいて、遊歩と探

1ζ・・丘1ご：’i門「：い∫躍＝層｝卜8：’角∴　『璽1二r”1’51一ビ「’
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表2－2．過去5年間の分娩記録

年 腹数 総産子数 平均産子数 性別

1993

1994

1995

1996

1997

計

9
9
鍵
8
6
3
5

35

50

10

31

29

155

3．89

5．56

3．33

3．88

4．83

4．43

雌5
雌16

雌15

雌36

雄5
雄15

雄14
雄34＊2

＊1 P995年のデータは著者が直接確認した腹であり、

　　実際はこの3腹以外にも分娩を行なった雌は存在した。
＊2 P993年、1994年は記録がないため、1995年から1997年
　　までの合計。

応
」

讐



1

　
　
　
　
分
娩
数

回
ノ：拙さ1

■1997年
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夜間 午前 午後

図2－1．過去2年間における夜間と日中に行なわれた分娩数

　　　　　夜間は日没から日の出までを、午前は日の出から正午までを、

　　　　　午後は正午から日没までを示す。

1

　
　
　
　
分
娩
数

1 2　　3　　4　　5　　6　　7　　8

産子数（頭）

図2－2． 産子数のヒストグラム
（1994年～1997年）
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索が80％以上を11fめ、巣作りff動は観察されなかった。2｝｝イノシシにおける分娩中の行

動は休息、lll：話および巣作りでlliめられた。3号イノシシの分娩中における行動の中心も

2号イノシシ同様、休息、lll：話、巣作りであったが、摂食と遊歩も観察された。2号およ

び3号イノシシおける分娩後1時間の行動は巣作りが消失し、80％強が横臥休息あるいは

伏臥休息で占められ、残りがiU：話行動であったのに対し、1号イノシシは遊歩と探査で50

％近くをlllめており、他の個体と明らかに異なっていた。また、すべての供試イノシシ

において娩出されたばかりの1なイノシシを舐めたり、鼻で接触するlli：話行動が発現し

た。

　3．子殺し

　1号イノシシは分娩後数時間後から翌朝にかけてすべての1乙を殺した。このイノシシは

子イノシシに対して授乳姿勢をとり、授乳を行なう場合と、乳頭についた1㌃を前肢で蹴

飛ばす行動が見られた。また、母イノシシは過剰に子イノシシと接触し、鼻で子を強く

転がす、1」にくわえるなどを執拗にくり返した。

「ゼ・：、i　．『1専；’［い』
隔1’

！・∫，ll
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考察

　イノシシの分娩を撮影するには、いくつかの困難を伴う。その原因の1つには本章の結

果が示すように、夜間の分娩が多いことがあげられる。赤外線暗視カメラやタイムラプ

スビデオは高価であり、すべての分娩房に設置するのは難しい。今llllは赤外線暗視カメ

ラと4画面カメラシステムを併川し、タイムラプスビデオに接続した。4画面システムの

場合、夜間の撮影はできないが、各分娩房に2台のカメラを設置すればよいので、タイム

ラプスビデオ1台で2つの分娩房が記録できる。今回、分娩房にカメラを設置した個体は

1996年の2頭と1997イ1…の6頭の経8頭であったが、実際に撮影に成功したのはそのうちの

3頭だけであった。著者は、以前にも東京部奥多摩町に位置するイノシシ牧場において、

暗視カメラを1台設置し、撮影を試みたが、このときは分娩が行なわれず、撮影に失敗し

ている。イノシシはn中の分娩が少なく、本調査においても「1中における分娩はLi例ll14

例（1996年忌よび1997年）であり、そのうちの2例も早朝と夕刻にf．∫われたことから、

イノシシは夜間に分娩する傾向が強いことが示唆された。イノシシの夜間分娩の傾向

は、野生環境において、視覚的に敵に見つかりにくい時間帯にfを産むという適応の結

果と考えられ、また、何らかの特別な生理的働きが存在するのかもしれない。今後の課

題として夜間の照明がイノシシの分娩行動に与える影響なども調査する必要があろう。

ビデオ撮影に必要な最低限の照明がイノシシの分娩に対して影響を及ぼさなければ、分

娩行動をより明らかにできるであろう。

　1997年に供試した1頭の分娩房には赤外線暗視カメラ（Pallas（川ic　WV－EL2）を設置

していたので、夜問における分娩も撮影できると期待していたが、分娩前11にイノシシ

は保温箱の一しに登り、後肢で立ち、分娩房上部に設置してあるカメラ川のコーードを噛み

切ってしまい、撮影に失敗した。このように保温箱のしの乗ってしまうll占1体は多く、分

娩房上部を伝っている水道パイプを破損するなどの予想しにくい事故も起こる。第2章の

結果からも分かるようにイノシシやブタは分娩直前に非常に動き回り、不安定になる。

著者もこれまでの経験．ヒ、分娩前の雌イノシシが分娩房の外の通路に川ているのを何度

も目撃している。また、イノシシの観光牧場である伊艦のイノシシ村（有限会社天城猪

ド・b鰻「’： 1馳「’ u”　～’．’「711；’・1∴1．”’辱：7ワ’・
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苑・静岡県田方郡人国酒ヶ島町）ではイノシシが240cmの柵を飛び越えて逃げた例も確

認している。イノシシ飼育のマニュアル馴Dには、飼育施設の壁や柵は最低180cm以し

と記載されているが、とく．に保温箱を設ける分娩室などはさらに壁や柵を高くするか、

ネズミ返しのような構造にしなければならない。イノシシは、生まれて間もないウリ坊

であっても、家畜種のブタとは比較にならないほどの運動能力を有していることをト分

に考慮に入れて管理しなければならない。

　イノシシが分娩開始からノkチ富川までに要した時間は個体問に大きな開きが認められ

た。最短娩出間隔に大きな差が見られなかったことから、分娩時間が長くなる旅因は、

平均的に品川間隔が長くなるのではなく、極端に長い娩出間隔が存在するためと考えら

れるが、さらに憶病を増やし、確認する必要がある。

　過去5年間における各面の、1ε均産1仁恕は3．3頭から5．6頭であり、5年間のデータを’ド均

すると4．4頭となった。この結果は兼光ら4Dの報告における経産イノシシの’F均産」二数

4．47頭と近似し、産．r数についても2頭から7頭と同じ結果が得られた。兼光らはこの報

告の中で、イノシシは晋から言われてきたほど多産ではないと考察しており、本調査も

これを裏付ける結果となった。

　Signoretら6’｝は、ブタは分娩中、姿勢を変えずにじっとしていることを報告した。

Fraser65》はこれをrどもが哺乳しやすいように適応した行動であると述べている。しか

し、Jellsenbnの調査では、分娩時にブタは頻繁に姿勢を変え、生まれたrブタに対して

鼻で接触を繰り返した。また、Gulldlach囲はイノシシが分娩Illに姿勢をよく変だのを

観察している。本調査においてもイノシシは娩出後、次の娩出まで横臥し続けたことは

…度もなく、摂食や巣作りを行なっていた。また、馬立姿勢での娩出も兄られ、イノシ

シの分娩はブタに比べて非常に軽いものであった。ブタの祖先種であるイノシシの分娩

行動を考えると、ブタの横臥したままの分娩はrブタ哺乳に適応した行動と言うより

も、家畜化によって体重が増加したこと、産f数が多くなったことによる分娩時の負担

増大の結果、横臥したままの分娩が行なわれるようになったと考えられる。

　今回の調査では、イノシシは分娩後、最初の授乳を行なうまでに要した時問はブタに

おいて報告されている時間よりも長かった。これは分娩中、母イノシシのほうが母ブタ

よりも活動的であり、子イノシシが乳房にたどり着くのが難しく、哺乳を行なうまでに

　　　　　　　　　　　1ぎ・．i！’1『’！｝皐「ピ「1”』191ド！ピ・…∵’”！1’し’∵！∵∴‘
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時間がかってしまうと考えられる。また、rイノシシはブタよりも少ない体亟で娩出さ

れるが、体毛が多いために体温の低ドがブタよりも遅いために哺乳までの時間が長くて

も問題がないのかもしれない。

　ブタは分娩後に子ブタに対するリッキングを行なわないとされている麟。しかし、

Jellse！15伽1）の報告のようにリッキング、またはそれに近い行動を行なうブタも確認され

ている。本調査のイノシシも娩出後、問もない」なイノシシに対して口元を近づけ、ill：話

行動を行なっていた。カメラの性能ヒ、実際にリッキングを確認するまでに至らなかっ

たが、イノシシがリッキングを行なうII∫能性はト分に考えられる。もし、イノシシが

リッキングをするのであれば、イノシシからブタへの家畜化によって増大した分娩時の

負担が、ブタの分娩行動に変化をもたらしたと考えられる。今後、巣に小型カメラを設

置するなどして、さらに詳細な分娩時の行動を調査する必要があろう。

m．i■．「1：w「一
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要約

　イノシシの分娩時の行動を明らかにすることをll的として本研究を行なった。分娩成

績の調査は、過去5年間のデータを川いて分娩の行なわれた時着帯、産」死亡、性別を比較

考察した。分娩行動の調査は、心念交配させた8頭のニホンイノシシのうち、分娩の撮影

に成功した3頭を供試した。分娩行動は、各供試イノシシについて分娩および分娩の前後

111斜IUをビデオカメラにより観察した。分娩デー一斗による調査では、過去2年間におい

て、14例中10例が夜間に分娩が行なわれ、日中は、午前と午後の分娩が2虫ずつであっ

た。過去5年間における各年の平均産了数は5．6頭から3。3頭の間であった。5年間の’1え均

産子数は4．4頭であり、雌雄の性比は1：1となった。また、各腹ごとの雌雄の性比を見て

も、どちらかの性に偏ることはほとんどなかった。分娩行動の調査では、分娩開始から

末∫娩出までの分娩時間は個体によってかなりの開きがあった。分娩中および分娩の前

後1時間における母イノシシの行動は、分娩後、r殺しを行なった個体とそうでない個体

に違いがみられた。子殺しを行なわなかった2個体はは分小前の1時間は巣作りと休息が

多く、分娩中の行動は、休息、世話、巣作りが中心であった。分娩後1時間の行動は活作

りが消失し、80％以上が横臥休息あるいは伏臥休息で占められ、残りが世話行動であっ

た。一方、r殺しを行なったイノシシは、分娩前の1時問は遊歩と探査の割合が比較的高

く、分娩中は遊歩と探索が80％以Lを占め、巣作り行動は観察されなかった。分娩後は

遊歩と探査で5｛，％近くをlllめており、他の個体と明らかに異なっていた。また、すべて

の供試イノシシにおいて娩出されたばかりのfイノシシを舐めたり、鼻で接触するlll：話

行動が発現した。r殺しは分娩後数時間後から翌朝にかけて行なわれた。

　本調査において、イノシシの分娩はブタに比べて非常に1隆いものであること、イノシ

シは分娩後、最初の授乳を行なうまでに要した時間はブタよりも長いこと、イノシシ分

娩直後に世話行動をよく行なうこと、イノシシは」九イノシシに対してリッキングを行

なっているかもしれないことなど、ブタとの違いがみられた。ブタの分娩時の行動は」㌃

ブタの11甫乳に適応した行動と考えられてきたが，イノシシからブタへの家畜化によって

増大した分娩時の負担がブタの分娩行動に変化をもたらしたと考えられた。

16ドwTl　　了「
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　　　　　　　　第3章

分娩前後におけるイノシシのヒトに対する反応

目的

　イノシシは非常に警戒心の強い動物であるため、野生個体の導人魂や成熟個体の群の

編成時の管理は慎重に行なわなければならない。また、発情期や分娩時期には、温厚で

人に慣れた個体でも・亡し、攻心的になり、事故も多い。発情時や分娩時の本能的な気

質の荒さを解消するのは不lil能に近い。ヒトが娩出直後の」乙に接することのできるブタ

の管理と異なり、イノシシの場合は分娩時および分娩後数日間の管理は特に慎重に行な

わなければならないとされている39’39）。前章において母イノシシによるr殺しが観察さ

れが、子殺し（子食い）はイノシシの飼育のしで大きな問題となる。r殺しの原因は、

野生では雄よりも母親以外の雌によるものが多いと言われているが、飼育ドにおいては

ヒトの存在や物音に対して興奮した親が」4殺しをすると考えられている。r殺しの発生

は家畜種のブタよりも産．f数の少ないイノシシとって大きな損失となる。この問題を解

決するには、まず、イノシシがヒトに対してどのように反応するのかを知ることが屯要

である。そこから、ヒトのイノシシに対する接し方が検討できる。近年、家畜福祉の観

点からブタにおいて、ヒトに対する反応やハンドリング処理の効果に関する研究が行な

われるようになってきた鮒。しかし、イノシシがヒトに対してどのように反応している

のがについて調査した例は見あたらない。本研究では分娩前と分娩後における母イノシ

シを実験者と対面させ、イノシシのヒトに対する反応がどのように変化するのかを調査

し、この時期の管理方法の検討を行なった。

1；：　　一「1＝
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材料および方法

⊥．実験場所

調査は石井牧場（図1－1）のイノシシ分娩舎（図1－2）において行なった。

　2．供試動物

　供試イノシシは1996年11月から1997年1月にかけて1’1然交配を行なったニホンイノシ

シの雌6頭（表3－1）とした。供il式イノシシは1997年3月ll！旬に1頭ずつ5．’h11×⊥．8mの

分娩房（図1－3）に収容した。

　3．調査期間

　調査は1997年4月の第3週から6月の第3週までの10週問とした。調査期間中、毎週2

口間、朝夕の2回のテストを行なった。

　4．施設

　分娩舎（図1－3）は9つの分娩房からなり、雌イノシシは、分娩の1カ月から⊥．5カ月

前に各分娩房に1頭ずつ収容され、分娩後は、子イノシシが離乳するまでここで飼養され

ていた。　分娩房は分娩室と広場からなっており、分娩室にはO．75m×1．〔｝mの保温箱が

設置されていた。広場の・方の壁に沿って水が常時流れており、自山に飲水できるよう

になっていた。

　5．飼養状況

　イノシシの日常管理は通常、06：30～07：30と⊥5：00～⊥6：00に清掃、給餌、給水が行

なわれ、飼料はブタ育成後期川の配合飼料（「1清製粉／目清飼料製）を1頭あたり1．5～

2．Okg（／［Dを給与されていた（表1－2・表1－3）。

曜h @・唇∵’四；「　　　∵1　　’・！『’隔9　　’ll’
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表3－1．供試イノシシの分娩日および産f数

個体 分娩日 産子数

1997イ｝三5）」221」

1997イ1…5月　 2U
1997イ1三4」」121」

1997イ1三4∫」29口

1997｛1三4月281」

1997町三4月25日
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　6．調査方法

　実験者が分娩室側の作業通路（図3－1）に接する鉄格子の扉の前に姿を現し、直立姿勢

で10秒間静止し、そのときのイノシシの行動と発声の反応を記録した。イノシシに過度

の驚きや興奮を与えないようにヒトの服装は全身青色の作業11艮とし、毎回、同じものを

着川した。イノシシの前に姿を現す実験者は著者本人とした。イノシシの反応を攻撃、

親和、逃避の3つのカテゴリー一に分類し、点数化した（表3－2）。威嚇（1点）、前足か

き（2点）、突進（2点）、頭突き（3点）を攻撃のカテゴリーとし、歩み寄る（0点）、

無視（O点）を親和とし、歩行による逃避（一1点）、走行による逃避（一2点）、興奮し

て走り回る（一3点）を逃避とした。また、攻撃反応時に発声を伴った場合は1点、激しい

発声や威嚇音を伴った場合は2点をそれぞれ加算し、逃走反応時に発声を伴った場合は一1

点、激しく強い発声を伴った場合は一2点を加算することとした。分娩3週間前から分娩5

週間後までのデータが得られたが、供試イノシシの分娩日がそれぞれ異なるため、個体C

のイノシシについては分娩2週間後からのデータを川いた。

　実験者は本実験開始前、4年間にわたり週1回以上イノシシと対面しており、分娩舎の

外の放飼場に入ると、イノシシの方から近寄ってくる程度に慣れた状態であった。また

実験開始前の1カ月間は平均週3口、供試イノシシと対面していた。また、服装も本調査

に使等したものを普段から着下していた。

　7．解析方法

　各供試イノシシのヒトに対する反応に共通した変化が認められるのかどうかをノンパ

ラメトリック法のFriedmanの検定によって解析した。

lh　・レ㍗’「’　「
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結果

対面テストの結果を図3－2に示した。分娩前、イノシシは実験者に対して無視するか近

寄って接触しようとする親和的な行動および軽い逃避的な行動を見せた。分娩が近くな

るにつれて供試イノシシの逃避性が強くなる傾向が見られた。分娩後は反応が激変し、

すべてのイノシシに攻撃性が現れるようになり、グホッと鳴く、グチャグチャと探を出

して泡を吹く、喉からカッカッカッと音を出した直後に実験者に向かって突進、あるい

はそのまま扉に激突した。激突の際に、前頭部からll漁することもあった。母親の発声

とともに」九イノシシは保温箱に避難した。分娩後、約2週間後からはイノシシの攻撃性が

減少し、実験者に対して親和的な行動を示すようになった。

　個体ごとのヒトに対する反応の分娩前後の変化を図3－3に示した。個体差はあまり認め

られなかったが、攻撃性の持続性では個体Bが他の個体よりも長かった。個体Aはが分娩2

週後に逃避行動を示したが、その後は他の個体と同様に落ち着いていた。

τ
・

ノ7；・
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考察

　本来、このような調査を行なう場合、普段から飼養管理を行っているヒト、ある程

度、供試動物と面識のあるヒト、および、全く面識のないヒトを対面者としてその結果

を比較検討するべきである。しかし、分娩前後の母イノシシは特に神経質であり、管理

者であっても分娩直後のrイノシシに触れることはまずできない。本牧場は・般の生産

牧場であり、実験牧場ではないため、1㌃イノシシが、興奮した母親によって危険にさら

される可能性が高い面識のないヒトによる対面テストは行なわなかった。これは実際、

本調査の1年前に分娩舎の周りで、あまり面識のないヒトが作業を行なっていたところ、

興奮した母イノシシが1rを殺してしまう事故が発生している。また、短期闘に数多くの

テストを行なうことによる慣れや、過度のストレスが発生する可能性も考慮して、本調

査では飼育管理者ほどではないがある程度イノシシがなれている著：者だけがテストの対

面者となった。

　ブタの鳴き声は約20種類あるといわれている6δ。イノシシにおける鳴き声のレバーート

リーについての報告はないが、著者の経験から、ブタとと同様にイノシシにおいても音

の高低や発声時間の長短など様々な種類の声が存在すると思われる。警戒、闘争および

逃避などの敵対行動における発声にも様々な種類のものがあり、強烈な叩高い長い発声

も行なう。本牧場の屋外の放飼場において、も警戒、闘争および逃避時に大きく甲高い鳴

き声をよく耳にするが、今回のテストにおいて、対面者に対して記せられた鳴き声はど

れも短く、低い膏であり、高い音や持続時間の長い発声はなかった。これはrイノシシ

がまだ幼いことが関係していると思われる。半1／然環境ドにおける分娩1肖二後のイノシシ

やブタの親子は群がら離れて生活する習性があり、【桐）その口的の・つに、子どもを群

がら隔離することによって母親以外の個体から受ける危険を低くするためであると考え

られている52）。イノシシは生態系の中において比較的高い地位を占めており、とくにニ

ホンイノシシは最h位に近い存在である。しかし、生まれたばかりの」ゐは同種の成熟個

体だけでなく、他の動物種からもねらわれやすい。もし・rどもに危険が近づいた場

合、母イノシシはその危険を取り除くために敵に対し、威嚇および攻撃を行なう・この

1’・ll　”凸1｝qF　　∫「ゴu：’…マ1！”叩
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とき、激しくかつll」高い高；を発声してしまうと周囲に響きわたり、別の敵に対して、自

分たちの居場所を教えることになりかねない。したがって、母イノシシは目の前の敵に

対してだけに効果のある威嚇をしなければならないため、短く、低い音の発声になるの

ではないかと考えられる。

　本牧場の分娩舎は一一般にイノシシを飼育している牧場でよく見られる構造である

3欄） B分娩舎の周りはヒトを妨げるものはなく、分娩舎も視覚的に完全に遮断されてい

る構造ではないので、中の分娩房を外から覗けるようになっている。本調査において、

著者のように、ある程度慣れた者に対してさえも、母イノシシは強い攻撃性を示したこ

とから、分娩後の数週間は部外者の立ち人りはいつさい禁止すべきと考えられた。部外

者の出人りができてしまうところでは分娩舎の周りを柵で囲むか、分娩房を視覚的に遮

断する方法を考える必要がある。今後、さらに調査を進め、イノシシにとって快適な飼

育舎を考えていかなければならない。また、研究者は、生後間もない時期におけるイノ

シシの行動調査を行なう場合に、ブタにおける調査以しに観察の手段を慎iRに選択し、

イノシシの行動に影響が川ないようにする必要がある。

レピけヂ｝圃、「．　1冒1ボ．㌔り1ち一∵ド、
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要約

　分娩の前後において、イノシシのヒトに対する反応がどのように変化するのかを調査

し、この時期の管理方法の検討を行なった。イノシシの雌6頭を供試した。著者本人が分

娩室側の作業通路に接する鉄格j孤の扉の前に姿を現し、ll’h‘五姿勢で1〔〕秒問静1ヒし、その

ときのイノシシの行動と発声の反応を記録した。イノシシの反応を攻撃、親和、逃避の3

っのカテゴリーに分類し、点数化した。テストの結果、分娩前、イノシシは実験者に対

して無視するか近寄って接触しようとする親和的な行動および軽い逃避的な行動を見せ

た。分娩が近くなるにつれて供試イノシシの逃避性が強くなる傾向が見られた。分娩後

は反応が激変し、すべてのイノシシに攻撃性が現れるようになり、実験者に向かって突

進、あるいはそのまま扉に激突した。激突の際に、前頭部から出lfllすることもあった。

母親の発声とともにでイノシシは保温箱に避難した。分娩後、約2週間後からはイノシシ

の攻撃性が減少し、実験者に対して親和的な行動を示すようになった。本調査におい

て、著者のように、ある程度慣れた者にでさえも母イノシシは強い攻撃性を示したこと

から、分娩後の数週間は部外者の立ち入りはいつさい禁Iしすべきと考えられた。部外者

の出入りができてしまうところでは分娩舎の周りを柵で囲むか、分娩房を視覚的に遮断

する方法を考える必要がある。今後、さらに調査を進め、イノシシにとって快適な畜舎

を考えていかなければならないと考えられた。

1ボ・1、ド1’！’“F’”膏1’”rl∫．「い一：「「11∵’・’ピ
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　　　　　　　　　第∠璋

分娩直後1週間におけるイノシシの母とrの行動

li的

　子ブタの飼養管理においては分娩から離乳までの期間が最も注意を要する。この期間

はド痢や親による圧死などの発生が多く、生産性に多大な影響を与えかねない。ブタの

祖先種であるイノシシの飼養管理においても1司様に、この時期の管理は慎亜に行なわな

ければならない。前章で報告したように、母イノシシは、普段おとなしくヒトに慣れて

いる個体でも、分娩直後から非常に攻撃的かつ神経質になる。そのため、管理者は新生

イノシシに対して生後1週間前後まで、直接、接することを避ける。しかし、この時期に

起こる事故も多いため、ただ、そっとしておくだけが最良の管理とは，㌃えない。より良

い管理を行なうためには、この時期のイノシシの行動を把握し、事故が発生する111能性

の低い環境をイノシシに提供する必要がある。哺乳期におけるブタの飼育管理に関する

行動学的研究は数多く行なわれており、半自然環境ドのブタにおける分娩後の母と」先の

行動も調査されている。半自然環境下におけるブタは、分娩後、数日間はそのほとんど

を分娩を行なった巣の中で過ごし、その後、徐々に活動範囲を広げ、分娩7日後から10日

で巣を離れて群に戻る5L‘’2）。分娩初口におけるfブタの活動の制合は約30％であり、加

齢とともに増加する68）。授乳に関してブタは、分娩後⊥O時間ほどで安定し、およそ40分

間隔で授乳を行なうようになり㈲、子ブタの成長に伴って授乳間隔は大きくなる。．・

方、イノシシにおける分娩直後数日間の行動調査は少なく、⊥968年のGuntllacll19｝の報

告や最近行なわれたHorrelr9》の授乳特性の報告が見られるだけである。特に、わが国

におけるイノシシの母と子の詳細な行動の科学的な報告はない・そこで今回は・飼育管

理’ドにおける分娩直後1週間のイノシシの母性行動およびrイノシシの行動をリ1らかにす

ることを日的として、分娩語順におけるイノシシの分娩直後1週間の行動を調査した。

臥戸』』脳『1ちこ’冒…・「噛一…∵’席卜
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材料および方法

⊥．調査場所

イ1井牧場の一角にあるイノシシ牧場（図1－1）の分娩舎（図1－2）で行なった。

　2．供試動物

　供試動物はニホンイノシシの雌4頭とそれらの雌からノk産された22頭の」㌃イノシシとし

た（表4－1）。分娩日はそれぞれ、N〔，．1：1997年4月⊥211、　N（，．2：1997年・Dj2911、

No．3：1997年5月2日、　No．／1：1997年5月22日であった。各腹の産r数はそれぞれ4頭

（雌2雄2）・7頭（雌4雄3）・6頭（雌3雄3）・5頭（雌2雄3）であった。

　3．調査期間

　No。⊥のイノシシの調査期間は1997年4月1211から4月19日、　N（，．2は1997年4月3｛｝日

から5月6日、No．3は1997年5月2］から5月9U、　No．／1は1997年5月23ilから5月29口

までとした。

　4．施設

　分娩舎（図⊥一3）は9つの分娩房からなり、雌イノシシは、分娩の1カ月から1．5カ月

前に各分娩房に1頭ずつ収容された。分娩後、fイノシシが離乳するまで各腹ごとにここ

で飼養された。　分娩房は分娩室と広場からなっており、分娩室にはO．75m×1．Omの保

温箱が設置された。広場の・方の壁に沿って水が常時流れており、白山に飲水できるよ

うになっていた。

　5．飼養状況

　イノシシのU常管理は、06：30～07：30と15：00～16：00に清掃、給餌、給水が行なわ

れ、飼料はブタ育成後期川の配合飼料（日清製粉／11清飼料製、表2－2・表2－3）を1頭あ

たり1．5～2．Okg（／］）を与えた（表⊥一2・表1－3）。

い’！■－；階r「　　31一’T・．｛1’；　；・1t
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表4－1．供試イノシシの分娩口、産子数および子の性別

個体No． 分娩日 産子数 性別

1997｛仁4月12日

1997｛｝三4月29［1

1997イ「三5♪」　2日

1997年5月22日

雌2雄2

雌4雄3

雌3雄3

雌2雄3

rl・1・　：∫1蔓監lr－iぞLl．11　1q［’∴‘1’
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　6．調査ノノ法

　観察には監視川4画面システムカメラ（Pllas（♪nic　vvv一（二P130・WJ－430A）とタイム

ラプスビデオデッキ（Pallasollic　AG－6720・AG－672〔IA）を使川した。観察は各腹と

も分娩後1口日、3LU4、5口目、7目目の午前5時から午後6時まで行なった。本調査では

日lllの分娩も夜間の分娩もすべて翌朝の05：（，｛1からを⊥11日として観察を開始した。各

分娩房ごとに走査サンプリングを行ない、1分闘隔の瞬間サンプリングで行動を記録し

た。1日780回のサンプル点において各行動が観察された回数を比較した。

　観察項目は、母イノシシにおいては、授乳、1吐話、休息、遊歩、探査、接触、飲水、

排泄、その他に分類した。休息はさらに横臥休息、伏臥休息、犬座休息、立位休息およ

びrイノシシが乳頭を加えたままの状態で休息を行なう授乳休息に分けた。1鬼イノシシ

においては吸乳、親との接触、保温箱の外での休息、遊歩、探査、摂食、飲水、遊び、

保温船内行動、排泄、その他に分類した。吸乳は、rイノシシが吸乳することを11的と

して母イノシシの乳房に接している場合も含めた。なお、保温箱内では休息しているも

のと見なした。また、供試イノシシが分娩房内の広場、分娩室、巣、保温箱のどの位置

にいるのかを記録するとともに、母r問の距離の測定として、母親の体から30cm以内の

ところにいる子イノシシの数も数えた。巣は分娩室内の保温箱と壁の隙間の部分とした

（図1－3）。

　7．解析方法

　各供試イノシシの行動に共通した経口的変化が認められるのかどうかをノンパラメト

リック法のFriedlllanの検定によって解析した。また、分娩後3日11以降の各行動の割合

と1丁目の行動の割合をPaired－t検定によって解析した。

11■，〉”』’・llゴ　　ぼ．
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結果

　1．母イノシシにおける行動の経「1的変化

　分娩後における母イノシシの行動の変化を図4－1に示した。分娩後⊥m－1は休息が55．O

％を占めていたが徐々に減少し、7Ll日には39．4％にまで減少した。授乳の割合は分娩後

⊥口目が311目以降の割合よりも高く、逆に探査と遊歩の割合は1日目が低かった。授乳時

にはほとんどの場合、すべての子イノシシが1司時に吸乳した。iロ：話行動の割合は1目日が

5．4％、7日目が4．9％とあまり変化しなかった。摂食は徐々にではあるが、増加した。

　Friedlllanの検定によって、各母イノシシの行動に共通した変化が見られるのかどう

かを検定したところ、休息においてはIIが経つにつれて有意に減少し（P＜0．〔，5）、摂食

は有意（P＜0．（，5）に増加する変化が認められた。また、遊歩においては有意ではないが

増加する傾向が認められた（P＝｛｝．058）。分娩後3、5、7日Flの各行動の観察llll数が、1

口目の観察回数と比べて有意に変化しているのかどうかをPaired　t－testによって解析

したところ、休息は分娩後31］日が11．】目より有意に少なかった（Pく0．05）。探査におい

ても分娩後、日が経つにつれて増加し、分娩後31」目は1U目より有意に増加した

（P〈O，01）。また、遊歩は3］目において11」目よりも有意に増加した（PくO．05）。511

］および7F1日の遊歩の観察回数は3口目よりも大きい値であったが、各イノシシ問にお

いてデータのばらつきが大きく、計算上、有意な差とはならなかった。摂食においては

有意な差は見られなかったものの、5日目と7口目が1口目よりも増加する傾向が見られた

（P＝0．068、Pニ0．056）。授乳は、分娩後11」目から51」目までは変化がなかったが、7目

目において有意に減少した（PくO．05）。1氏話行動の経日的な変化は認められなかった。

また、観察中に母イノシシによる子イノシシの圧死は発生せず、子が危険にさらされる

こともなかった。

　2．母イノシシにおける各行動の2時間ごとの変化

　分娩後における母イノシシの各行動の2時間ごとの変化を図小2，a－dに示した。休息の

2時間ごとの変化は、分娩後1週間を通して変わらず、10：00－12：00にピークをむかえ、
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図牛2，a． 分娩1日後の母イノシシにおける各行動の2時間ごとの変化

　観察回数は瞬間サンプリング時に記録された回数を示す
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14100－！6：00に最も低い値をとり、lifび増加するパターーンを示した。分娩後31111以降、

探査が増加し、各時間帯において、平均的に行なわれるようになったが、朝夕の摂食を

行なっている時間帯に比較的多く行なわれた。31111まではすべての時間帯において、休

息が探査よりも多く行なわれていたが、511日以降、14：00－16：00において探査と休息が

逆転した。給餌の行なわれる06：00－08：〔，（，において、⊥U目の授乳は摂食より多く行なわ

れたが、3日口以降は摂食のほうが多く行なわれた。

　3．分娩房における母イノシシの場所の利川

　分娩房における母イノシシの場所の利川割合を図4－3に示した。分娩後、日数の経過に

伴い、広場の利用割合が増加し（Frieclmall検定：P〈0．05）、巣の利川が減少した

（P〈0．05）。イノシシは分娩後、摂食111に広場にある餌場と．rイノシシが休息している

保温箱を頻繁に往復していたが、分娩後7U目には保温箱を気にすることもなく、摂食に

集中する個体も見られるようになった。

　4．子イノシシにおける行動の経口的変化

　1、3、5、7口齢における予イノシシの行動を図4－4に示した。加齢に伴って活動（遊

歩、探査、飲水、闘争、親との接触）が徐々に増加し、保温箱での休息を含めた休息の

割合が徐々に減少したが、7口齢においても休息の割合は高く、64．1％であった。

　Friedmanの検定によって、各腹の子イノシシの行動に共通した変化が見られるのか

どうかを検定したところ、探査、飲水、および遊びにおいて、加齢に伴って有意に増加

する変化が認められた（P〈O．05）。また、接触において有意な変化は認められなかった

が、母親の接触部位について見てみると、母親の頭部に対する接触が加齢に伴って減少

する傾向が見られた（P＝0．058）。3、5、7［齢において観察された子イノシシの各行動

が1日齢の場合と比べて差があるのかどうかをPaired　t－testによって解析したとこ

ろ、7口齢における哺乳・接触および休息（保温箱を含む）は、1［齢より有意に少な

かった（P＜0．05、P＜0．01、　P＜O．05）。母親の頭部に対する接触は3日齢と7日齢におい

て有意に少なかった（P〈O．05、P＜0．01）。探査は1日野より3、5、71］齢がイ∫意に高い

値を示した（P＜0．01）。また、遊びは7日齢において、1「1齢よりも有意に多く観察され
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た（Pく0．05）。

　5．予イノシシにおける各行動の2時間ごとの変化

　1、3、5、7日齢の子イノシシにおける各行動の2時間ごとの変化を図4－5，a－dに示し

た。保温箱での休息はすべての時間帯において多く観察されたが、その回数は口齢とと

もに、徐々に減少した。探査行動が511齢と711齢の午後に増加し、16＝00以降減少し

た。

　6．分娩房における’rイノシシの場所の利川

　分娩房における子イノシシの場所の利川を図4－61こ示した。加齢に伴い、広場の利川が

有意に増加した（Friedman検定：P〈O．〔｝5）。保温箱の利川は加齢に伴って減少した

が、有意な差は認められなかった。巣の利用は7日齢が1口齢よりも有意に減少した

（P〈0．05）。

　子イノシシが母親の体から30cm以内にいるとき（周囲）、30cm以ヒ離れているとき

（独立）、および保温箱内にいるときの割合（保温箱）を図4－7に示した。独立の割合は

⊥口齢の2．2％から徐々に増加し、7Ll齢では15．8％になった。周囲は3「1齢に減少した

が、その後の変化は見られなかった。保温箱は5口齢に減少した。
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考察

　ブタは分娩後21．1間、90％を巣のl11で過ごし、授乳は分娩後10日間、観察時間の10％

前後で安定したと報告されている63｝。母イノシシは分娩後1口日、観察期間の80％以上

を巣の中で過ごした。今回の調査の結果も、イノシシのほうが多少活動的であったが、

全体的にイノシシとブタの分娩後1週間における行動の変化は類似した傾向を示し、この

時期におけるイノシシとブタの行動は、家畜化による影響をあまり受けていないと考え

られる。

　授乳は1口齢において比較的高い割合（1／L2％）であったが、その後は1〔，％前後で推

移していた。初乳をrイノシシに与えることは、母親から子への抗体を移行させるため

にも重要である。したがって、分娩直後は授乳への動機付けが特に高い状態になり、摂

食よりも優先して授乳を行なうようになると考えられる。

　巣作り行動は分娩後7Li岡通して・定していた。分娩室の巣の中で行なわれたルーティ

ングが探査行動であるのか、それとも巣作り行動であるのかの判断が難しいため、巣の

中において母イノシシが鼻でルーティングを行ないながら前足で地面を掻く行動だけを

巣作り行動と定義した。したがって、実際に行なわれた巣作り行動の害拾はもう少し多

いかもしれない。

　摂食時、母イノシシは餌場と保温箱の問を頻繁に往復していた。巣および保温箱のあ

る分娩室から離れた広場の中央付近に餌が置かれたために、母イノシシは子イノシシが

休んでいる保温箱を離れなければならず、摂食1トも気になり、rどもの安全を確認しな

がら摂食を行なったと考えられる。しかし、分娩後7口目になると保温箱の様」なを窺うこ

とをしないで、摂食に集中する個体がみられた。また、4頭の母イノシシのうち・2頭は

分娩後7口目に、1頭は5口目に隣の分娩房にいるイノシシを気にしはじめ・柵の隙間に鼻

をいれて隣を窺っていた。これらは、半自然環境下において観察されたイノシシ囲やブ

タ51β8）のように、母イノシシが巣を捨て、群に戻るための行動の変化が分娩房における

母イノシシにも起き始めたと考えられる。

　分娩後3日目において、母イノシシが巣を利用する割合はは1口目に比べて約30％減少

1・！トヲ学，阻’ザ　．τ「・㌦1’「一∴ド：図ll
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したが、広場における利川の増加は10％以下に留まり、まずは、巣の周りの分娩室の利

川がU立った。その後は、広場の利川が増加していった。Stangelら6言，は半自然環境に

おける母ブタの行動範囲を測定し、分娩後の経日変化に伴って、活動範囲が徐々に広

がったことを報告している。彼らの調査では、巣からの距離を5m、20m、501n、100111

に分類して測定しており、5m以ドのデータはまとめられてしまっている。今回のイノシ

シの調査は、飼育．ドにおける分娩房内で行なわれているため、巣から最も離れていると

ころまでの距離は約5．5mしかない。それでも活動の場所は段階的に広げられていたこと

から、イノシシは分娩後、活動範囲を巣の外へ広げる場合、巣の周辺部でも慎iRに行動

範囲を広げていくと考えられた。

　子イノシシは1日齢から遊戯および軽い模擬闘争が観察され始めた。しかし、」くイノシ

シのほとんどが遊戯・闘争を始めるのは3日齢からであった。rブタでは2日齢で遊戯行

動が、3口齢で闘争行動が観察されており68）、イノシシとブタとの間に大きな違いはな

かった。しかし、子イノシシは母親の背中に乗ってそのヒを歩いたり、休息する行動も

行なっていた。この行動は2腹の子イノシシにおいては1U齢から観察された。ある程

度、成長した子ブタが、哺乳時に乳頭を確保するために母親の背中に乗ることはある

が、子イノシシが行なうような行動は報告されていない。また、　・つ・つの動作におい

ても．」聖イノシシは．rブタよりも機敏に動いており、瞬発的な運動能力にはかなりの差が

感じられた。10の活動量で比較してみると、ブタの11」齢の活動の割合は約30％であ

り、7日齢では45％強にまで増加した69｝。一一方、本調査におけるイノシシの活動の割合

は、1日齢において27．6％、7日齢では35．9％であった。rイノシシはrブタよりも瞬間

的な運動能力はあるが、1日を通した活動最は子ブタのほうが多い。ブタはイノシシより

も体格的に大きい状態で娩出され、その後の成長も早い。したがって・ブタはイノシシ

よりも早く体力がつき、持久力が向上するために・1口の活動量が多くなったと考えられ

る。

　子イノシシと母親の距離については、母と子が30cm以上離れている割合が加齢に伴っ

て増加していったが、まず3日齢で母親と戸が接触・または親子が30C111以内にいる割合

が減少し、続いて5口齢で保温箱の中にいる割合が減少した。これは3日齢において母親

の活動が増加したことによって、巣に留まった子イノシシとの距離が広がったが・5日齢

”飾土”と’Ψ「iπ’｝1可1ビ”⊃；∵蝉q「：　層’1『
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になると子イノシシが保温箱の外で母親について動くようになってきたために、保温箱

の中にいる割合が減少した結果によると考えられる。

　分娩後1週間の母イノシシにおいては、全体的な行動の変化はブタとよく類似してい

た。しかし、母イノシシはブタに比べて活動的ではあり、」㌃イノシシにおいてもブタで

は見られない背乗り行動が観察された。また、母イノシシ、rイノシシともにブタより

も身軽であり、母親の横臥時にチイノシシが圧死などの危険にさらされることはなかっ

た。このように個々の行動を比べるとイノシシとブタでは違いが存在し、さらに調査す

る必要がある。

　本研究において、7口齢の子イノシシの活動時間は少なく、巣を捨てて母イノシシとと

もに群に合流するほどの体力はまだないと思われる。この活動時間の低さは自然環境と

飼育環境の違いによるものなのか、それとも、活動性が増すためにはもう少し成長を待

たなければならないのかが明確にはできなかった。そこで、次章において1週齢から3週

齢のイノシシの行動を調査した。

llド辱ノ1学lb｛1’［「≡”；∫臼看’ダ’翰1乳！1↑．｛IT「’ド．1・曜「∵．
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要約

　飼育管理下におけるイノシシの母性行動およびrイノシシの行動を明らかにすること

を目的として、分娩房内におけるイノシシの分娩直後1週間の行動を調査した。ニホンイ

ノシシの雌・1頭とそれらの雌から生産された22頭の了・イノシシを供試した。観察は各腹と

も分娩後111U、311U、5m］、711Uの午前5時から午後6時までをビデオ録lllliによって

行なった。各分娩房ごとに走査サンプリングを行ない、1分間隔の瞬間サンプリングで行

動を記録した。分娩後における母イノシシのff動は、分娩後1U目は休息が55．O％を占め

ていたが徐々に減少し、7［11・｛には39．4％にまで減少した。授乳の害ll合は分娩後111目が

3口目以降の割合よりも高く、逆に探査と遊歩の割合は1］目が低かった。授乳はほとん

どの場合、すべての子イノシシが同時に哺乳した。世話行動の割合は分娩後711問を通し

て、ほとんど変化しなかった。摂食は徐々にではあるが、増加した。母イノシシは分娩

後、摂食中に広場にある餌場とrイノシシが休息している保温箱を頻繁に往復していた

が、分娩後7口目には保温箱を気にすることもなく、摂食に集中する個体も見られるよう

になった。1日齢から7口齢の子イノシシの行動は、加齢に伴って活動が徐々に増加し、

保温箱での休息を含めた休息の割合が徐々に減少したが、7日齢においても休息の割合は

高く、64．1％であった。探査、飲水、走行および闘争において、加齢に伴って有意に増

加し、母親の頭部に対する接触が加齢に伴って減少する傾向が見られた。分娩後1週問の

母イノシシにおいては、全体的な行動の変化はブタとよく類似していた。しかし、母イ

ノシシはブタに比べて活動的ではあり、」鬼イノシシにおいてもブタでは見られない背乗

り行動が観察された。また、母イノシシ、子イノシシともにブタよりも身軽であり、母

親の横臥時に子イノシシが圧死などの危険にさらされることはなかった。

∫｛11・・ト、k学！｝～11［「∵∵ゼ［等11．㌔戸ド1「ll＝；㌃ll｝』’『ヨ；i『1
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　　　　　　　　　　　第5章

分娩後1ヶ月間におけるイノシシの母とrの行動の変化

目的

　母イノシシの行動は、分娩後7nの間に大きく変化したが、」㌃イノシシにおいては、あまり大

きな変化は見られず、休息の割合も滅少はしたものの、71．1齢においても比較的高い割合を維｝芋

したままであった。半自然環境ドのイノシシ団やブダ綱および再野生化ブダ？｝の調査で

は、それぞれ、分娩後における巣の利川パターンはよく類似している。’卜白然環境ドのイ

ノシシやブタは分娩後1週間から2週間で巣を離れ、群に灰る。この時期における」ニブタの活動は

大きく増加し、それまで隠れることが専門だったhider　から母親の後を追うことが専門の

followcrになる69，。また、2週齢あたりから摂食行動が見られるようになり、遊戯行動も活発に

行なわれるようになる7n）。半自然環境ドのrブタにおいて観察されるような行動の変化が、分娩

房において飼育されている予イノシシにおいても起こるのかは明らかにされていない。そこで分

娩後1ヶ月間の母と」鬼イノシシの成長に伴う行動の変化を明らかにし、この時期におけるイノシ

シの適切な管理方法を検討することをH的として本研究を行なった。

1ゼ・1…i　　・｝亀＝1ド早・”！「1．冷’1’一『1脚∵1‘i－
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　　　　　　　　　　　　　　　　材料および方法

　⊥．調査場所

　本調査は石井牧場（図1－1）の分娩舎（図1－2）で行なった。

　2．供試動物

　供試動物はニホンイノシシの雌3頭とそれらの雌から生産された各1腹4頭、ll卜12頭のr

イノシシとした（表5－1）。分娩11はそれぞれ、1996年4月1gi1、1996年4月2411、

⊥996年5月5日であった。性別は各腹とも雌2頭雄2頭であった。

　3．調査期間

　調査期間は、1996年4月から5月とし、各腹とも1週齢から3週齢まで、、毎週11“1観察

を行なった。

　4．施設

　分娩舎（図1－3）は9つの分娩房からなり、雌イノシシは通常、分娩の1カ月からL5

カ月前に各分娩房に1頭ずつ収容された。分娩後、rイノシシが離乳するまで、ここで飼

養された。分娩房は分娩室と広場からなっており、分娩室にはO．75m×1．Olnの保沼1且1箱が

設置された。広場の一一・方の壁に沿って水が常時流れており、自山に飲水できるように

なっていた。

　5．飼養状況

　イノシシの日常管理は、06：30～07＝30と15：00～16100に清掃、給餌、給水が行なわ

れ、飼料はブタ育成後期川の配合飼料（日清製粉／日清飼料製）を1頭あたり1．5～2．｛，kg

（／日）を与えた（表1－2・表1－3）。

1．り乍ヌ、』罰’叩く’　1・’ド㌦・q’
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表5－1．供試イノシシの分娩日、産子数および性別

個体 分娩口 産子数 性別

A
B
C

1996有三4ナ」19日

1996勾三4ノ」24口

1996イ十…5月　　5日

頭
頭
頭
4
4
4

雌2・雄2

雌2・雄2

雌2・雄2

119・11　1●へll「 コ日・ツ
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　6．調査方法

　観察は各腹とも1週齢から3週齢まで毎週1回、午前6時から午後6時まで、肉眼または

8111mビデオカメラ（SONY　CCD－TR212）で行なった。各分娩房ごとにff動を走査サン

プリングにより、30秒間隔の瞬間サンプリング法で記録した。11」1・1・10回のサンプル点

において各行動が観察された回数を比較した。

　観察項Hは、母イノシシにおいては授乳、世話、休息、遊歩、探査、摂食、飲水、排

泄、その他に分類した。

　子イノシシにおいては吸乳、親との接触、保温箱の外での休息、遊歩、探査、摂食、

飲水、遊び、保温箱内行動、排泄、その他に分類した。なお、保温箱内では休息してい

るものと考えた。母予間の距離の測定として、母親の体から30Cm以内のところにいる」鬼

イノシシの数も数えた。

　7．解析方法

　各供試イノシシの行動に共通した経週的変化が認められるのかどうかをノンパラメト

リック法のFriedllla11の検定によって解析した。また、2週齢時と3週高冷の各行動の割

合と1週台南の行動の割合をPaired－t検定によって解析した。

；1・ll’へ学1’‘…「幽▼”レ∵ド’由工ll∵l　lT’1；’1∵㌔
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結果

　1．母イノシシにおける行動の二二的変化

　」仁イノシシの成長に伴って母イノシシの行動がどのように変化するかを調べた結果を

図5一⊥に示した・Friedmanの検定を行ない、母イノシシの行動が共通した・定の傾向を

持って変化するのかどうかを調べたところ、摂食が有意に増加し（P〈｛LO5）、摂食の割

合の’ド均値は1週齢が7．2％、2週齢が9．2％、3週齢が⊥〆1．O％であった。また、1週齢時の

母イノシシの各lf動を2週齢および3週齢とPaired　t－testで比較した。その結果、遊歩

と探査において、⊥週齢と2週齢および1週齢と3週齢との間で時間の経過に伴う有意な増

加が認められた（P＜O．05）。授乳行動においては各週一間に大きな変化は見られず、1

週齢が13．5％、2週齢が10．9％、3週齢が10．1％であった。rイノシシの1週齢において

母イノシシの休息は6・』％をlilめていたが、その後は大きく減少し、2週齢では28．5％、3

週齢では32．5％となった。ll七話行動は母イノシシが鼻で」くイノシシの鼻を触れる、鼻を

子イノシシの脇腹や腹のドにあてて場所を移動させる、鳴き声によりrイノシシを誘導

する、などが見られた。世話行動は、2週三時は6．5％であったが、3週齢時には2．8％ま

で減少した。1週齢において、休息時に保温箱の入りLIに鼻を人れていた母イノシシが2

頭観察されたが、前章において観察されたような、母イノシシが摂食中に子イノシシの

いる保温箱の様子を見に行くことはなかった。

　2．rイノシシの成長に伴う母イノシシにおける各行動の2時間ごとの変化

　1ニイノシシの成長に伴う母イノシシにおける各行動の2時間ごとの変化を」鬼イノシシの

各週齢ごとに図5－2，a－cに示した。休息は、1週齢において、06：（，0から18：00までのす

べての時間帯で最も観察された回数が多くなったが、2週齢および3週齢では朝と夕方に

記録された回数が減少した。休息はすべての期間を通して、⊥0：00から⊥2：00の間におい

て最も多く行なわれた。授乳においては週齢による変化は見られなかった。授乳の観察

された回数は早朝の6時から8時が最も少なく、その後は201ijlから401iil前後で推移してい

た。授乳が最も多く観察された時間帯は週齢よって異なっており、1週齢では08：00から

ドII王1幽1押丁ぞ9 τIII「 ｡「 C｝， G
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＋採食
一←飲水

子イノシシの1週齢時における母イノシシの行動の日内変動

　　　　　観察回数は瞬間サンプリング時に記録された回数を示す
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図5－2，b． 子イノシシの2週齢時における母イノシシの行動の日内変動

　　　　　観察回数は瞬闘サンプリング時に記録された回数を示す
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図5－2，c． 子イノシシの3週三時における母イノシシの行動の日内変動

　　　　　観察回数は瞬聞サンプリング時に記鎌された回数を示す



81

10：00・2週齢では12：00から14：00、3週齢では10：（，Oから⊥2：00となった。探査は朝夕

の給餌前後の時間帯に比較的多く観察され、どの三山においても1｛，：O〔，から12：00が少な

かった。遊歩はM：OOから16：00の問で高い値を．」弐した。

　3．子イノシシにおける行動の変化

　各週齢における」仁イノシシの行動の割合を図5－3に示した。吸乳においては各週二三に

変化は見られず、⊥1％前後で安定していた。親との接触の割合においては2週齢で減少し

たが有意な差は認められなかった。休息の割合においては1週齢では66．5％、2週齢で

57．1％、3週齢時には・レ1．1％と加齢に伴い急速に減少した（P〈（，．05）。探査と保・温箱の

外での休息が増加し、保温箱の中にいる割合が減少した。また、休息場所にも変化が現

れ、⊥週齢では休息の77．8％が保温箱のlllで行なわれていたが、3週齢においては12．6％

にまで減少した。遊歩は1週齢においては2．9％であり、3週齢には6．18％にまで増加し

たが有意な差はなかった（P＝O．〔18）。探査は1週齢においては9．13％であり、3週齢には

26．59％にまで増加した（P＜O．05）。摂食に関しては2週齢でO．2％、3週齢で1．2％とわ

ずかではあるが、母親の餌を口にするようになってきた。飲水の割合に経時的な変化は

見られなかった。また、ブタのように母親の横臥時にj七がド敷きにされるような危険な

場面は観察されなかった。また、母親の授乳および横臥・伏臥休息時に」㌃イノシシが背

中に乗る行動が観察された。

　子イノシシにおける1鴨乳行動の同期性を図5－4示した。各週二間においてほとんど変化

はなく、4頭の子イノシシが同時に行なう吸乳が有意に多く記録された（P＜O．01）。

　4．子イノシシの成長に伴う各行動の2時間ごとの変化

　子イノシシの1週齢時における各行動の2時間ごとの変化を図5－5，a－cに示した。⊥週齢

時においては、子イノシシは保温箱の中にいる値が全体的に高かったが、12：00から

⊥4：00の間では、保温箱の外における休息の方が多く行なわれていた。2週齢では保温箱

内の休息が急激に減少し、保温箱の外での休息が全体的に多くなっていた。3週齢になる

とこの傾向はさらに強くなり、⊥0：00以降、子イノシシは保温箱の中にはほとんど人らな

かった。探査は子イノシシの成長に伴って増加した。2週齢では1・4：00－16：00が探査のピ

Pd・髪∵・「辱：｝r一冒’「”．；・∴㌔1♂Ψ’「　：1！’
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　　　　　観察回数は瞬間サンプリング時に記録された回数を示す
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一クとなり、16：00以降は減少したが、3週齢においては16時以降も増加した。吸乳はど

の週齢においても、早朝を除いてほぼ一様に行なわれていた。

　5．各週齢における母子間距離

　子イノシシが母親の体から30cnl以内にいる時（周囲）と、30Cm以ヒ離れている時

（独の、および保温箱内にいる時の割合をを図5－6に示した。加齢に伴い、保温箱内に

いる割合が減少し、2週齢では独立が増加し、3週齢では周囲が増加した。

戸怖人学1’零1レミ’：　干∵：；ラ：1丁膨’－「1◎’
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保温箱：子イノシシが母親との距離に関係なく保温箱の中に入っている
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考察

　子イノシシの1週三時においては、母イノシシの休息が、前章における分娩111後の休

息よりも多くなった。この原因は、供試したイノシシが前章において供試したイノシシ

と異なること・気温などの環境条件の違いによって行動が変化したことなどが考えられ

る・しかし・rイノシシの行動については、本調査と第4章を合わせた1ロ齢から3週齢ま

での結果に連続性が認められた。今回の肉眼観察は、第3章の反応試験時に巨川した通路

とは反対側の・巣や保温室から離れた作業通路で行なった。母イノシシは分娩後10日前

後を経過しており、また、観察場所も巣から離れていたこともあり、イノシシが攻撃を

してくることはなかった。しかし、第4章の結果から、分娩10U後は、母イノシシの攻撃

性が、まだ残っている時期なので、警戒心が抜けていなかったイノシシの行動に影響を

与えた可能性も考えられる。

　本調査において、子イノシシは加齢に伴って探査が増加し、休息が減少した。また、

保温箱内にいる時間も減少した。前章の結果と合わせてみると、母イノシシは分娩後数

日間、巣の中で過ごす割合が高かったが、徐々に減少し、活動性が増した。分娩後⊥週間

あたりから他の分娩房の個体が気になり始め、それまで注意を払ってきた保温箱を気に

しなくなった。この時期の子イノシシはの活動性はまだ低いが、2週齢になると休息が急

激に減少し始め、探査などの活動性が増した。保温箱を巣の．・部として見ると、’卜rl然

環境下におけるイノシシの行動と同様の傾向を分娩房内でも示すと考えられた。母イノ

シシは分娩後1週間で巣を捨てる準備ができ、子イノシシはそれを追うようにして活動性

が増す。このような行動の変化によって、GUIldlac11励が観察したイノシシの親子は分

娩後1週間から2週間で群に戻ったと考えられる。

　子イノシシは母親とともに巣を離れて群に戻った後は、身の安全のために、母親に

しっかりと追従しなければならない。第4章において子イノシシが母親の周囲にいる割合

は7日齢まで約30％で安定していた。本章の1および2週齢における割合もi司様に約30％

であったが、3週齢において50％に達した。供試したアイノシシは半自然環境ドのイノシ

シように巣を離れ群に合流することはできないが、母親について歩くようになった。こ

1…ゼ1争天学P‘肝ミ噛㌧lll夢㌧’Pli汗’1；ア’噛：’胡
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のことから・半自然環境における子ブタやrイノシシは、環境の変化におびえて母親の

後を追うようになるだけでなく、あらかじめ母親について歩くようになる何らかの要因

が存在すると思われる。

　圧死とド痢はrブタの管理において大きな問題となる。イノシシの場合、ブタのよう

に母親の横臥時に子が下敷きにされるような危険な場面は観察されなかった。しかし、

今回の調査期間11」、すべての分娩房において子イノシシにド痢が発生したが、症状は比

較的軽いものであり、死に至ることはなく、ド痢の発生後⊥～2週で治癒した。1984年度

における伊豆のイノシシ村（静岡県田方郡）の報告（未発表）によると、分娩記録が

残っている220頭のイノシシのうち、76頭が死亡しており、その31頭はド痢が原因と

なっている。イノシシ村の場合、ド痢のほとんどが生後1週間以内に発生するが、本牧場

では生後20陽あたりから発生している。子イノシシが初乳によって母親から受け継いだ

抗体が無くなるのが生後2～3週目であり、その後は子イノシシが自分で抗体を作るよう

になる。しかし、この時期にずれが生じることによって免疫力が低下し、一ド痢が発生す

ると考えられる。ブタの管理においては圧死率を低下させることを大きな課題としてい

るが、イノシシの飼育においては子殺しの問題および、ド痢に下する琴平を研究するこ

とがが必要である。

　子イノシシの行動は1週齢から3週齢にかけて大きく変化し、活動的になった。2週平時

に摂食行動が観察されるなど、行動のレパートリーも増えた。闘争行動は第5章の71」齢

の結果に比べ、1週齢から3馬齢において大きく増加した。イノシシを飼育管理する場

合、この時期の子イノシシの行動が．．卜分に発揮できるような環境を提供しなければなら

ない。

li怖・烹学門lr　1’；『1干物』π「1↑’1丁ザ剛
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要約

　分娩後⊥ヶ月間の母と」なイノシシの成長に伴う行動の変化を明らかにし、この時期におけるイ

ノシシの適切な管理方法を検討することをH的として本研究を行なった。ニホンイノシシの雌

3頭とそれらの雌から生産された野心4頭、計12頭の子イノシシを供試した。観察は各腹

とも1週齢から3週齢まで毎週1illl、各分娩房ごとに行動を走：査サンプリングにより、30

秒間隔の瞬間サンプリング法で記録した。子イノシシが成長するに伴って母イノシシの

行動がどのように変化するかを調べた結果、摂食、遊歩および探査において、有意な増

加が認められた。授乳行動においては各週齢間に大きな変化は見られなかった。休息お

よび世話行動は減少した。各週齢における子イノシシの行動は、吸乳においては各週齢

間に変化は見られず、11％前後で安定していた。親との接触の割合においては2週齢で減

少したが有意な差は認められなかった。休息の割合においては、加齢に伴い急速に減少

した。また、休息場所にも変化が現れ、1週齢では休息の77．8％が保温箱の中で行なわれ

ていたが、3週齢においては12．6％にまで減少した。探査は1週齢においては9．13％であ

り、3週齢には26．59％にまで増加した。摂食に関しては、わずかではあるが、2週齢で

母親の餌を口にするようになってきた。飲水の割合に経時的な変化は見られなかった。

また、ブタのように母親の横臥時に子が下敷きにされるような危険な場面は観察されな

かった。また、母親の授乳および横臥・伏臥休息時にrイノシシが背中に乗る行動が観

察された。

　子イノシシにおける吸乳は各週齢間においてほとんど変化はなく、4頭の子イノシシが

同時に行なう吸乳が有意に多く記録された。子イノシシの行動は1週齢から3週齢にかけ

て大きく変化し、活動的になった。2週齢時に摂食行動が観察されるなど、行動のレパーー

トリーも増えた。イノシシを飼育管理する場合、この時期の子イノシシの行動が十分に

発揮できるような環境を提供しなければならない。

魅トヤ’紳円『冒∵“｝～’lll’由：呪’1甲ト辱ン
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　　　　　　　　第6章

哺乳期における子イノシシの遊戯行動の発達

ll的

　幼齢時における遊戯行動は、適応行動の柔軟性をヲ吝遠させる、身体的発育を促進し脳

の発達を刺激する、栄養不良や社会的隔絶による悪影響からの回復を助長する、環境認

識能力や運動能力の発達および肉体の鍛錬の基礎となる、血縁関係や社会的関係の認識

および社会的きずなの維持や強化を促進する7ω、と考えられている。遊戯行動自体は直

接的な結果を得られるわけではないが、その種の成熟後の社会形態に必要な行動を正常

に発達させる重要な働きを持つ。

　遊戯行動の研究はブタ、イノシシともに少なく、遊戯行動の写真や記述は存在する

が、科学的に解析していないものがほとんどであるm。ブタにおける遊戯行動は2週齢か

ら発達し、5週齢頃には減退する傾向があること，子ブタは遊び相手に対する好みを持っ

ており、異腹よりも1司腹の子ブタと、異性よりも同性の個体と有意に遊戯行動を行なう

こと70）が報告されている。一一方、イノシシにおいては、仲谷72｝が六甲lllにおいてニホン

イノシシの子どもにおける社会行動を調査し、模擬闘争と模擬乗駕は雄が頻繁に行な

い、グルーミングは雌が頻繁に行なったと述べており、イノシシの社会形態との関係を

考察している。しかし、予イノシシの遊戯行動が成長に伴ってどのように変化していく

のかを詳細に調査したものはない。また、飼育管理下において、哺乳期における子ども

の遊戯行動の発達を知ることにより、その後の成長を見る重要な指標にもなりうる。

　そこで今回は、哺乳期における子イノシシの遊戯行動の発達を明らかにすることを目

的として、1週齢から3週齢までの分娩房内における子イノシシの遊戯行動を詳細に調

査した。

申11」尺ビ：“1し『匹「’：へ㌦二1・せ’｝目苔答「P監し9 lllh
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　　　　　　　　　　　　　　　材料および方法

　⊥．調査場所

　本調査は石井牧場（図1－1）の分娩舎（図1－2）で行なった。

　2．供試動物

　供試動物はニホンイノシシの雌3頭とそれらの雌から生産された各腹4頭、計12頭の1ヘ

イノシシとした（表6－1）。分娩11はそれぞれ、1996年・Ul　19日、1996年4月2・1日、

1996年5月51］であった。性別は各腹とも雌2頭雄2頭であった。

　3．調査期間

　調査期間は、1996年・Ulから5月とし、各腹とも1週齢から3週齢まで毎週1回観察を行

なった。

　4．施設

　分娩舎（図1－3）は9つの分娩房からなり、雌イノシシは、分娩の1カ月から1．5カ月

前に各分娩房に1頭ずつ収容された。分娩後、子イノシシが離乳するまでここで飼養され

た。　分娩房は分娩室と広場からなっており、分娩室にはO．75111×1．｛，mの保温奪アiが設置

されていた。広場の一方の壁に沿って水が常時流れており、自山に飲水できるように

なっていた。

　5．飼養状況

　イノシシの日常管理は、06：30～07：30と15：〔，O～⊥6：00に清掃、給餌、給水が行なわ

れ、飼料はブタ育成後期用の配合飼料（日清製粉／日清飼料製）を1頭あたり1．5～2．Okg

（／日）を与えていた（表1－2・表1－3）。

斤1bk’「：寺！や嘔’！ぎ：’9’！か口i1・’●　1’51奪’｛1γ，「一1：’



92

表6－1．供試イノシシの概要

個体 分娩日 産子数 性別

A
B
C

1996年4月19日
1996イi三4ノ］24日

1996‘1三5月　 5口

頭
頭
頭
4
4
4

雌2・雄2

雌2・雄2

雌2・雄2

1略り、r巳特凹7三 ・1・ ﾄ！・1　　＝、「い　　；「「’・」’7「「’
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　6．観察方法

　観察は各腹とも1週齢から3週齢まで毎週111」1、06：〔，Oから18：00までを肉眼または

8nmlビデオカメラ（SONY　CCD－TR212）で行なった。各腹の子イノシシの遊戯行動

を走査サンプリング法により、30秒間隔の瞬間サンプリングで記録した。1日1440回の

サンプル点において遊戯行動が観察されたll」1数を比較した。　rブタに見られる遊戯行動

を参考にして、単独走行（飛びはねを含む）・走行（追いかけ合い・併走）・模擬闘

争・模擬乗駕を記録した73）。また、模擬闘争については内容の記述も行なった。また、

他の家畜類において観察される遊戯行動や遊戯行動と思われる行動が観察された場合も

記録することとした。また、1腹については補足的に、授乳時の乳付き位置も記録し、乳

頭をめぐる闘争も観察対象とした。

　7．解析方法

　各供試イノシシの行動に共通した経日的変化が認められるのかどうかをノンパラメト

リック法のFriedllla11の検定によって解析した。

戸i！iL人学幽川医『辱｝1「r「’ド「’摩i’挿！1τ　「『1”｝’i・1「∵「｛’
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　結果

　1．走行

　各週齢における走行が記録された回数を図6－1に示した。単独で走る行動と複数個体で

追いかけ合う行動および併走する行動が観察された。各腹によってかなりのばらつきが

認められたが、走行は2週齢に最も多く、3週齢になると減少する傾向が見られた。

　一一緒に走行する頭数について、週齢ごとの変化を図6－2に示した。1週齢では差が見ら

れなかったが、2週齢と3週齢においては、4頭同時の走行が有意（Pく｛，．05）に多く、3

頭が少なかった。

　2．模擬闘争および模擬乗駕

　模擬乗駕は2週齢から観察されたが、持続時間が短く、模擬闘争の中に組み込まれて行

なわれることが多かったため、模擬闘争に含めた。各週齢において模擬闘争が瞬間サン

プリング時に記録された回数を図6－3に示した。模擬闘争は2週齢時に増加し、3週齢で

僅かに減少した。模擬闘争の内容は週齢が進むにつれて多様化し、複雑になった。1週

齢では互いの額や頭頂部による押し合いだけが観察された。2週齢になると行動のレパ

ートリーが急激に増加し、向かい合って互いの頚部で押し合いながら回転する、互いの

頚部を噛み合いながら併走する、耳をかじる、相手の瞥部を頭で押す、相手の尾をかじ

る、相手の腹の下に頭を人れて一ドからはな上げる、などの行動が出現し、これらの行動

をいくつか組み合わせて一連の模擬闘争が行なわれた。また、3週齢においては、面心

の背中に顎を乗せてうつ伏せ倒す、横から相手の脇腹に突進する、頭を低く保ち圧いの

頭をはね上げる、後肢で立ち」二がり前肢と口を使って攻撃する、などの行動が加わっ

た。2週齢に比べ、模擬闘争に力強さが加わり、頭を激しく振ったり、ぶつかり合うと

きに数歩下がって助走をつける行動がみられた。また、この時期には模擬闘争により優

劣関係がみられるようになり、逃走する個体を攻撃しながら併走：、あるいは追いかける

行動が観察された。

模擬闘争における2時間ごとの経時的変化を図6－4に示した。すべての週齢において

肝・τi大’マを！’q医’㍉自『篤㌦｝1’拒舳ケ畑1■’γ11「じ
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08：00から10：00の問に最も多く模擬闘争が発現した。16：0〔〕から18：〔，Oにおいて、1週

齢の模擬闘争はほとんど観察されなかったのに対して、2週齢および3週齢ではともに20

回以ヒ、観察された。

　3．背乗り行動

　子イノシシが母親の背中に乗る、背乗り行動が多く観察された。∫仁イノシシは母親の

授乳および横臥休息時に背乗りを行ない、毛を咬んで引っ張る、鼻先で毛をかき分け

る、ぶらドがるなどの遊戯的行動を行なった。また、2頭以ヒが同時に母親の背に乗

り、しがみつきながら頭と頭で押し合う模擬闘争も観察された。図〔レ5は背乗り行動の同

期性を示したものである。1頭だけの背乗りが最も多く観察された。4頭が同時に行な

う背乗りが最も少なかったが、すべての腹で観察された。腹によって背乗り行動の発現

回数にかなりの差が認められた。3週齢頃になると母親の立位時に」ヘイノシシが垂直に

跳躍して背中に飛び乗ろうとする行動が現れた。また、横臥休息時に母親の鼻や四肢を

飛び越えながら走り回ることも観察された。

　4．吸呼時の行動について

　分娩房Bにおける3週即時の型付き位置を観察した。∠1頭が同時に吸聴したとき、性別が識別で

きた場合に、その乳付き位：置を記録した。7回記録することができたが、そのすべてにおいて脚

付き位置が異なっていた。また、子イノシシは乳頭に吸い付くために他の個体の間に割り

込むことはあっても、それによって生じる闘争はほとんど観察されなかった。

由11i覧＝学1’‘，i「τ’： 1 1～1’「”1i「1・1’ITT’∵’！∵’
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考察

　2週齢および3週齢において、4頭同時の走行が有意に多く3頭同時の走行が最も少な

かった。これは今回の調査に供試した腹がすべて4頭だったことから、2頭が走行をして

いても残った子イノシシにはもう一頭そばに、あるいは別のことをしている仲間がいる

ので、あまり不安を感じないが、3頭が同時に走行していると残された1頭は不安を感

じ、すぐに仲間の走行に加わって4頭同時の走行になるためと考えられる。

　模擬闘争は週齢が進むにつれて多様化し、複雑になった。3週齢になると模擬闘争時に

優劣関係が見られるようになり、逃走する個体を攻撃しながら併走、あるいは追いかけ

る行動が観察された。3週齢における走行が減少したが、この減少分が走りながらの移動

を伴う模擬闘争の…部に置き換わったのではないかと考えられた。

　ヒツジなどで子が親に対して行なう背乗り行動はブタではほとんど観察されていない

が、子イノシシが母親の授乳・横臥時に母親の背に乗って遊ぶ行動や、母親の鼻先や四

肢を飛び越える個体遊戯行動が多く見られた。母親の体は子イノシシにとって体温を維

持するための保温装置や、安心できる守られた環境というだけでなく、社会生活を営む

のに必要な運動能力を発達させるための遊戯場となっていると考えられる。子ブタでは

哺乳時に乳頭を獲得するために母親の体に乗ることはあるが、イノシシのように背に

のって遊ぶことを目的とはしない。第5章において報告したように、イノシシは1「】齢で

も背乗り行動が観察された。しかし、7日齢までの背乗り行動は今回観察されたものとは

内容が異なっていた。7「1齢までは親の背に乗って、休息もしくは探索を行なう程度で

あったが、今回は単独の遊戯行動や2個体以上による模擬闘争なども行なわれた。子イノ

シシの成長に伴って背乗り行動が大きく発達したと思われる。

　増井は72）400n12の放飼場における子イノシシの遊戯行動を紹介している。統計処理は

行なわれておらず、また、日齢による発達も記されていないが、遊戯行動の種類が紹介

されており、本調査で観察された遊戯行動の内容と類似していた。したがって、本調査

のように狭い分娩房内においても400m2の放飼場と同様に遊戯行動が発達したと考えら

れる。

1刺・ジ、：学轡販’＝ir、；F「写1｝ロ　1て，‘’il冒’∵’llli
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　本牧場では子イノシシを25口から30U齢で離乳または出荷を行なっていたため、今回

の調査では3週齢までのデータしか得られなかった。子ブタの遊戯行動は2週齢から発達

し、5週齢頃には減退すると報告されている7のことから、4週齢以降の行動も調査する必

要がある。ブタは一般に180口で100kgに達し、性的な成熟も早いが、イノシシの場合

はブタに比べて成長が遅く、性成熟も⊥8ヶ月を要するので、遊びの退行期がブタと異な

る可能性も考えられる。

　今回、1腹だけのデータではあるが、3週齢においても’イノシシの乳付き位置は定

まっていなかった。また、乳頭を確保するための闘争も観察されなかった。イノシシの

産子数や乳頭の数、母親の乳房部の面積に対する子イノシシの占有密度などを考えた場

合、イノシシの乳付き順位はブタほどリ1確ではないII∫能性がある。今後、この点につい

てさらに調査を行なう必要がある。

　本調査において闘争行動が2および3週齢に著しく発達し、」乙イノシシの体力的な充実

がみられた。野生のイノシシは分娩後⊥週間から2週間で群に戻り、社会生活を営むが、

この時期の2週齢以降の子イノシシは、群の生活に体力的に十分適応できるように成長し

ていると考えられた。

正；土lllノ学閃1モ”；1・：丁「1”｛崎〔「1；1’「「『！．∵月
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要約

　哺乳期における子イノシシの遊戯行動の発達を明らかにすることをllr1勺として、1週

評から3週齢までの分娩房内におけるrイノシシの遊戯行動を詳細に調査した。イノシ

シの雌3頭とそれらの雌から生産された各腹4頭、計12頭の」㌃イノシシを供試した。観察

は此期とも1週越から3週齢まで毎週1回、各腹のrイノシシの遊戯行動を走査サンプリ

ングにより、30秒間隔の瞬間サンプリング法で記録した。子ブタに見られる遊戯行動を

参考にして、単独走行（飛びはねを含む）、走行（追いかけ合い・併走）、模擬闘争、

模擬乗駕を記録した。また、模擬闘争については内容の記述も行なった。他の家畜類に

おいて観察される遊戯行動や遊戯行動と思われる行動が観察された場合も記録すること

とした。複数個体で追いかけ合う行動や併走する行動は2週齢が最も多く、3週齢にな

ると減少する傾向が見られた。一緒に走行する頭数は1週頃では差が見られなかった

が、2週齢と3週齢においては、4頭1司時の走行が有意（P＜O．05）に多く、2頭が少な

かった。模擬身柄は2週齢から観察されたが、持続時間が短く、模擬闘争の中に組み込ま

れて行なわれることが多かった。模擬闘争は2週国樹に増加する傾向が認められ、週齢

が進むにつれて多様化し、複雑になった。模擬闘争においてでイノシシは1週齢から3

週齢にかけて大きく行動が発達すると考えられる。イノシシでは授乳や横臥時に母親の

背に乗って遊ぶ行動や、母親の鼻先や四肢を飛び越える個体遊戯行動が多く見られた。

母親の体が子イノシシの運動能力の発達のための遊戯場となっていると考えられる。ま

た、1腹だけのデータではあるが、3週齢においても子イノシシの乳付き位置は定まって

いなかった。乳頭を確保するための闘争も起こらなかった。イノシシの産子数や乳頭の

数、母親の乳房部の面積に対する子イノシシの占有密度などを考えた場合、イノシシの

乳付き順位はブタほど明確ではない可能性がある。今後、この点についてさらに調査を

行なう必要がある。

1・i、11㌧霞学門『』’し1「「1・II1”℃げlll・∵uτ1ヤ’賢’
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　　　　　　　　　　　　第7章

ワラ給与の有無が哺乳期におけるイノシシの行動に及ぼす影響

目的

　近年、家畜福祉の観点からブタの飼育環境の改善を口的とした研究が数多く行われて

いる。闘争行動やストレスによる柵かじりや偽咀噛、耳かじり、尾かじりなどの異常行

動や葛藤行動を減少させるために飼育施設を複雑化させたり、ブタの行動的欲求を満た

すことができる管理方法を検討するために、豚房にワラや玩具74｝を入れることが試みら

れている。Ewbank75）や　Meyerら76）は画品のない育成期のブタの群において、ワラの

給与が闘争行動を減少させたが、闘争の長さには効果がなかったことをと報告してい

る。WaranとBroOm”｝は離乳子」ブタの群におけるワラ給与の有無による差はなかった

と報じた。Fraserら78）は7週齢のブタにワラを与えた結果、仲間の耳や尾に吸い付く行

動やルーティングは減少したが、マウンティングや攻撃的な噛みつきに効果はなかった

と述べている。Peterse11ら79）は豚房にワラと丸太と枝を与えたところ、異常行動の頻度

は減少したものの、問題の解決には不十分であると報告している。AreyとFrankmlq‘”

はワラの投与が育成期のブタの闘争行動を減少させるには至らなかったと報告した。こ

のように、ワラの投与が闘争行動や異常行動を減少させたという報告がある・方で、効

果がなかったという報告も存在し、明らかな効果を示すに至ってはいない。また、

Pearce8Dはワラを投与したブタは給与されなかったブタよりも活動が増し、横臥休息時

間が減少したと報告している。分娩前のブタに異なる方法でワラを給与したところ、歩

行距離に差が生じたことをHaskellとHutson59｝は述べている。一方、イノシシにおい

ては、このような調査は行なわれていない。野生動物であるイノシシは長年人為的環境

下で世代を重ねたブタよりもより自然環境下において発揮できる行動の欲求が強いと考

えられる。そこで本研究ははコンクリートの床の分娩房で飼育されている哺乳期のイノ

シシの親子にワラを給与し、ワラ給与の有無がどのように行動に影響を及ぼすのかを明

らかにするとともに、イノシシの適切な飼育管理方法を検討することを目的とした。

1ii布い馳；で，｝：：医’｝∫「事’・ドマll．琶㌻’：『9’馳砂1と



103

材料および方法

⊥．調査場所

石井牧場（図1－1）のイノシシ分娩舎（図1－2）で行なった。

　2．供試動物

　供試動物はニホンイノシシの雌4頭とそれらの雌から生産された子イノシシとした（表

7－1）。分娩日はそれぞれ、No．1：1997年4月12日、　No．2：⊥997年4月291］、　No．3：

1997年5月2日、No．4：1997年5月22口であった。各腹：の産r数はそれぞれ4頭（雌2雄

2）・7頭（雌4雄3）・6頭（雌3雄3）・5頭（雌2雄3）であった。

　3．調査∫導】艮lj

　調査期間は、1997年5月21］から6月16日までとした（表7－1）

日鋼は16日齢から25日齢であった。

。各腹の」ニイノシシの

　4．飼育施設

　子イノシシは離乳まで母イノシシと共に屋内の分娩房（5．4m×1．8m、図1－3）で各腹

ごとに飼育された。分娩房は広場と分娩室からなり、床はコンクリートであった。分娩

房には0．751n×⊥1nの保温箱が設置されていた。また、分娩房の片側の壁に沿って水が常

時流れており、自由に飲水できるようになっていた。母イノシシに対する給餌は朝夕2回

行ない、豚育成後期用配合飼料（表1－2・表1－3）が与えられた。

　5．調査方法

　観察には監視用4画面システムカメラ（Panasollic　WV－CP130・WJ－430A）とタイ

ムラプスビデオデッキ（Pnasonic　AG－6720・AG－6720A）を使用した。ワラは2日間

連続で与え、餌を与える際に、一緒に置いた。対照区の観察は、ワラ給与の経験が影響

しないように、2腹はワラ給与の2口前、残りの2腹は給与期間終了の2日後とした（表7一

　　　　　　　　　　　｝享叶改学1、｛！1を三’ン’！！l雪．W，径鶉．・7う・τ「1学∫・li’い’



104

表7－1．供試イノシシの概要と観察口

個体番号 分娩日 産子数　ワラ給与区観察日　対照区観察日

No．1

No．2

No．3

No．4

1997年4月12
1997釘三4∫」29

1997年5月2
1997年5月22

5／4・5

5／18・19

5／18・19

6／15・16

5／2

5／21

5／21

6／13

1・怖，｝1・’；州1医”：！丁∵ヲい’・ド
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1）。ワラは稲ワラを30cmの長さに切断したものを、1kgを各分娩房の広場に’チえた。

観察時間は午前の餌と敷きワラの給与開始から4時間とした。対照区の観察もワラ給与区

と同様に、午前の給餌開始から4時間とした。各分娩房ごとの行動を走査サンプリングに

より、1分間隔の瞬間サンプリングで記録した。1「1240回のサンプル点において各行動

が観察された回数を比1咬した。観察項Uは、母イノシシにおいては授乳、1瞳話、休息、

遊歩、探査、接触、飲水、排泄、その他に分類した。rイノシシにおいては吸乳、親と

の接触、保温箱の外での休息、遊歩、探査、摂食、飲水、遊び、保温箱内休息、排泄、

その他に分類した。また、供試イノシシが分娩房内の広場、分娩室および巣のどの位置

にいるのかを記録するとともに、母．f間の距離の測定として、母親の体から30Cnl以内の

ところにいる子イノシシの数も数えた。

　6．解析方法

　各供試イノシシの行動に共通した変化が対照区、ワラ給与1日目および2日］において

認められるのかどうかをノンパラメトリック法のFrie（．1111a11の検定によって解析した。

1‘・躰辱、学！毫1！’匡1’：　・～1｝1’ll’1ひ…「！．’セ『∵…
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結果

　1．母イノシシの行動

　母イノシシにおけるワラ給与1日日、2日日、および対照区における各行動が記録され

た回数を図7－1に示した。授乳、休息、探査および摂食において、区間に有意な差

（P〈O．05）が認められた。授乳、休息および摂食は、ワラ給与1日日において対照区よ

りもかなり低い値となり、探査においてはワラ給与1日目の値が対照区に比べ、著しく高

くなった。しかし、ワラ給与2口目においてはこれらの傾向が続くことはなく、摂食のよ

うに⊥日日に近い値をとって安定するか、または授乳・休息および探査のように対照区の

値に近づく2つのパターンが見られた。世話や遊歩はワラ給字によって減少する傾向に

あった。巣作りについては、すべての区において巣作りをしなかった個体、ワラ給与に

よって巣作りを行なうようになった個体、ワラ給与2口目に巣作り行動が見られるように

なった個体など、個体差が認められた。

　母イノシシの探査とその内訳を図7－2に示した。ワラ給与区において観察された探査行

動の内、ワラのある場所に対して探査を行なっていた割合は⊥眠目が69，0％、2U目が

70．9％であり、両者に差はなかった。また、対照区における探査行動の観察回数は30．8

回であった。各給与区におけるワラ以外への探査はそれぞれ、36．7回、30．8回となり、

対照区の探査行動の回数と差はみられなかった。

　2．母イノシシにおける場所の利用

　母イノシシの分娩房内における広場と分娩室の利川率を図7－3に示した。対照区に比べ

てワラを広場に給与した区における広場の利用率が有意（P＜0．05）に高くなった。特

に、給与1日目おいて広場の利川が多く、給与2日目は少しではあるが減少する傾向が見

られた。

3．子イノシシの行動

子イノシシにおけるワラ給与1日目・2日目・および対照区における各行動の観察回数

斥曇前1ご：∫gPl「i馨’∵’　『・1・’；P后；f∵ド
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を図7－4に示した・子イノシシでは吸乳、遊歩、および探査において区間に有意

（P＜O・05）な差が認められた。吸乳はワラ給与⊥口目において対照区よりも急激に減少

し・遊歩および探査においてはワラ給与1日日の値が対照区に比べ、著しく高かった。し

かし・母イノシシと同様にワラ給与21．Ulにおいてもこれらの傾向が続くことはなく、遊

歩のように1日日に近い値をとって安定するか、または哺乳および探査のように対照区の

値に近づく2つのパターンが見られた。休息は対照区において高い値を示す傾lr，1にあった

が、兜町によるばらつきが大きかったために有意な差は認められなかった。

　子イノシシの探査行動とその内訳を図7－5に示した。ワラ給与区において観察された探

査行動の内、ワラのある場所に対して探査を行なっていた割合は111目が67．5％、2日U

が67．6％であり、両者に差はなかった。また、対照区における探査行動の観察回数は

40．2回であった。各給与区におけるワラ以外への探査はそれぞれ、344回、2・1．4回とな

り、対照区の探査行動の回数と比べて減少する傾向があった。

　4．子イノシシにおける場所の利川

　分娩対内における子イノシシの広場と分娩室および保温箱の利用率を図7－6に示した。

ワラ給与1口目において、対照区に較べて広場の利川率が約3．3倍に増加し、分娩室と保

温箱の利川が大きく減少した。ワラ給与2日日は、1日口より広場の利川がわずかに減少

したが、大きな差は認められなかった。

　5．子イノシシと母イノシシとの位置関係

　子イノシシが母親に接触している、または、母親の周辺（30cl11以内）にいるとき（周

囲）、母親から離れているとき（独立）、および保温箱の中にいるとき（保温箱）の割

合を図7－7に示した。対照区に比べてワラ給与区（1口目）は保温箱の割合が23．4％減少

し、独立の割合が27．6％増加した。対照区とワラ給与区において周囲の割合に大きな変

化は見られなかった。また、ワラ給与1日目および2日日の位置における割合にほとんど

変化が認められなかった。

1・・，1一学ぞ㌔幽「ξ．”；∵1τ・1ド”i：’・1．lr』「「脚隔’・・』
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考　察

　母イノシシの摂食時間は対照区よりもワラを給与した区において、有意に少なかっ

た・対照区では、餌が与えられると、イノシシは鼻で餌をかき混ぜたり飛ばしたりする

行動が観察されたが、ワラ給与区においてはこの行動はあまり見られなかった。このよ

うな行動や・散らばった餌を食べて回る行動の有無が対照区とワラ給与区の摂食時間の

差となって表れたのではないかと考えられる。また、著者らが行なった、摂食時におけ

るイノシシの社会的順位の調査鋤において、日の前に餌が残っていてもイノシシは離れ

た場所にある餌を食べに行くこと、社会的順位の最も低い個体は、移動してきた他の個

体によって、空いている餌場への移動を頻繁に強いられるが、白ら移動して別の場所に

ある餌を食べる回数も、社会的川日劇の高い個体と変わらなかったことが観察された。こ

れは、イノシシが摂食行動に伴って餌を求める探査が必要であることを示唆している。

本調査において、ワラを給与することによって、探査の欲求が満たされ、対照区の摂食

行動がワラ給与区において純粋な摂食行動に変化したと考えられる。

　母イノシシにおける授乳の観察回数は対照区より、ワラ給与区1口目が特に少なかっ

た。また、子イノシシにおける対照区とワラ給与⊥日目の母親への接触回数に差はなかっ

たが、接触部位を比較すると両区において違いが認められた。母親が立っているとき、

子イノシシは母親の四肢または乳房に接触を試み、母親が休息しているときは鼻や顔全

体、または乳房に接触した。母親の授乳が減少したワラ給与1日目において母親の顔や四

肢、腹部への接触が増加し、哺乳の要求とは関係のない背中への接触が減少した。これ

は、子イノシシはワラ給与の有無に関係なく哺乳を要求するが、母親はワラの影響を受

け・子イノシシの要求に答えなかったと考えられる。ワラ給与1口目における母イノシシ

は・ワラへの興味が授乳を行なう動機付けよりも高いレベルにあったが、2口目は1日目

ほどワラへの興味が強くなくなったことによって、授乳回数が増加し、対照区の値に近

づいたと考えられる。

　Petersenら79）は，4週齢のブタの親子にワラや丸太などを与えたペンと、何も与えな

かったペンを比較したところ、子ブタの活動の割合はそれぞれ42．7％および39．2％とな

　　　　　　　　　　　ll壷乍．や馳津1，‘l171∵’，1酷’1「」lil；・ll㌃’「ドドy”・ll「∵｛－
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り・両者に差はなかった・一・方、本研究において、ワラを与えた分娩房とワラを与えな

かった分娩房の子イノシシの活動の割合はそれぞれ45．9％および67。4％（⊥日日と2口目

の平均）となり・ブタに較べてに大きな差が生じた。また、rブタは、ワラなどを給与

した区において・ワラ以外の壁や床などに対する探査がほとんど見られなくなる・・）のに

対して・子イノシシの場合はワラ以外の探査は減少せず、ワラに対する探査がk乗せさ

れた。この傾向は母イノシシにも明確に表れ、対照区で行なった探査とわら給与区で行

なったワラ以外を対象とした探査の回数はほとんど差がなかった。これは自然環境では

常に注意を払って捕食者などの危険を回避しなければならず、また、餌も自力で探し出

さなければならないのに対して、家畜化されたブタはその必要がない。したがってイノ

シシは新奇なものに対する探査を行なうとともに、それ以外の探査も怠ることをしな

かったと考えられる。

　母イノシシは給与されたワラを分娩室および巣の中へ持ち込むことはあまりなかった。巣、作り

行動も個体によってばらつきがあり、すべての区において巣作りをしなかった個体、ワラ給与に

よって巣作りを行なうようになった個体、ワラを給与して2日目に巣作りを行なうようになった

個体が存在した。母イノシシは分娩約3週間を経過しているため、巣作り行動自体があまり行な

われず、ワラを巣の材料として使用しなかったのかもしれない。今後は分娩前や分娩直後におけ

るイノシシにワラを給与し、ワラがどのように使川されるかを調査する必要がある。

　本調査の結果において、イノシシとブタとの行動に違いが見られた。このことは、こ

れまで行なわれてきたブタにおける調査の結果をそのままイノシシの管理へ応用するこ

とはできないことを示唆している。今後は、子イノシシの発育ステージや、ワラ給与の

期間を変えるなど、条件を変えてさらに調査しなければならない。また、第2章の考察で

述べたように、分娩前のイノシシにもワラを与え、調査を行なう必要があろう。

確；石1く学ド1！ll郵：！’随r鞘ll’‘亀百「！声l　lll’”：！』ノ・∵・
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要約

　コンクリートの床の分娩房で飼育されている哺乳期のイノシシの親」・にワラを給与

し・ワラ繕の有無がどのように働1・影響を及ぼすのかを明らか1、するとともにイ

ノシシの醐な鮪管鋤法を検討することを胸とした。ワラは2日1髄続で’ヂえ、餌

を与える際に・瀦に置いた．対照区の観察は、ワラ給与の経験が影響しないように、2

腹はワラ繕の21揃・残りの2腹1ま給・醐間終rの21」後とした．観笠取は揃の餌と

敷きワラの給与蹴から・塒間とした．対照区の膿もワラ繕区とi、可様に・剛の給餌

開始から4騨1とした・各分娩房ごとの行動を走査サンプリングにより一分間隔の瞬間

サンプリングで記録した・母イノシシの行動は、授乳休息および摂食は、ワラ繕1日

目において対照区よりもかなり働・値となり、探査においてはワラ給与⊥下目の値が燃ミ

区に比べ、著しく高くなった。しかし、ワラ給与2日目においてはこれらの傾向が続くこ

とはなく、摂食のように1日目と類似した値をとって安定するか、または授乳、休息およ

び探査のように対照区の値に近づく2つのパターンが見られた．世話や遊歩はワラ給与に

よって減少する傾向にあった。巣作りについては、すべての区において巣作りをしな

かった個体、ワラ給与によって巣作りを行なうようになった個体、ワラ給与2日目に巣作

り行動が見られるようになった個体など、個体差が認められた。子イノシシでは吸乳、

遊歩、および探査において、区間に有意な差が認められた。吸乳はワラ給与1日目におい

て対照区よりも急激に減少し・遊歩および探査においてはワラ給与1日目の値が対照区に

比べ、著しく高かった。しかし、母イノシシと同様にワラ給与2日目においてもこれらの

傾向が続くことはなく、遊歩のように1日日の値に近づいて安定するか、または哺乳およ

び探査のように対照区の値に近づく2つのパターンが見られた。休息は対照区において高

い値を示す傾向にあったが・各腹によるばらつきが大きかったために有意な差は認めら

れなかった。また・活動の割合や探査行動において、イノシシとブタとの行動に違いが

見られた。これは・これまで行なわれてきたブタにおける調査の結果をそのままイノシ

シの管理へ応用することはできないことを示唆している。

恥i宥大’覧誇｝聖q臣三”∵∵’ギ弔’ピ’耳i・℃1津冒｝ll・‘∵7嘱1
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総合考察

　イノシシの行動学的研究は世界的に少なく、特にわが国におけるニホンイノシシに関

する行動学的研究はさらに少ないのが現状である。本研究は野生種であるイノシシとそ

の家畜種であるブタとを比較するとともに、計画的生産を日的としたニホンイノシシの

飼育管理方法を検討することを目的として行なった。これまで、ニホンイノシシの飼育

管理に関する行動学的研究は行なわれていなかった。ヒトが動物を管理するには、その

動物を理解した．しで接し、適切な環境を与えることが重要である。そこで、ニホンイノ

シシの分娩および哺乳期までの行動を観察的手法を溶いて明らかにする（第1、2，4，

5、6章）とともに、実験的手法を川いて飼育管理において重要なヒトに対する反応（第3

章）と飼育施設の環境（第7章）について調査を行なった。

　哺乳期のブタの管理における問題点として、母親による子ブタの圧死がと一ド痢が挙げ

られるが、イノシシ飼育の場合は母親による子殺し（子食い）と離乳前の子イノシシの

下痢が悶題になっている。今回の調査においてもイノシシの圧死による事故は発生しな

かったが、子殺しが観察された。1982年度の伊豆のイノシシ村の報告によると、分娩記

録のある子イノシシ220頭中、48頭が子殺しにあった。これは子イノシシの全死亡率の

22％を占めている。このように、イノシシの管理において子殺しおよび子食いを抑制す

ることが重要となる。第2章において、子殺しを行なった個体は他の2頭に比べて、分娩

中および分娩直後1時間の行動に違いが認められた。今後さらに亀卜を増やすことによっ

て、また、このような個体の行動を追跡調査することによって、子殺しを行なうイノシ

シの行動の特徴を掴むことが可能となるであろう。また、第3章において報告したよう

に、分娩後の母イノシシは非常に攻撃的かつ神経質になり、些細なことが子殺しにつな

がる可能性があるので、管理者は慎重に接するとともに、外部からの刺激が入りにくい

環境をイノシシに提供しなければならなない。畜舎の改良も今後の課題である。　もう1

つの問題である下痢については、今回の調査対象には含まれていない。⊥996年および

1997年の調査に供試したすべての腹において下痢が発生した。各子イノシシとも約20日

齢で発生した。1997年では下痢が発生した直後に木炭を分娩房内の広場の水が流れてい

1ゼ・　σ、i　［く’「：∴iヤ＝1、　ili　7巳1”．匡：’　響・ノ・’”F暮　i　＝　　　1・；’F　”L’「、卜｝『．
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るところに撒いたところ、すぐに症状が改善された。1996年においても下痢が発生し

た。子イノシシが死に至ることはなかったが、炭を与えた1997年の方が明らかに改鯵が

早かった。この炭を与える方法は酵から効果があると伝えられており、ブタにおいて使

川されていたが・イノシシにおいてもかなりの効果が認められた。今後この点について

も調査行ない、データを集める必要があろう。

　江］脚は哺乳類研究の現状報告の中で、イノシシの科学的な研究がほとんど行なわれ

ていないことと、その必要性を述べたが、その後も研究が進んでいるとはいえない。こ

の原因には、イノシシは静からなじみのある動物であり、狩猟の対照となっているため

に猟師などによって経験的に生態が語られていることにあると考えられる。しかし、実

際に科学的に裏付けされていないことがほとんどである。兼光ら鉛は飼育ドにおけるイ

ノシシの産子数を調査し、イノシシは告から言われてきたほど多産ではないと述べいる

が、本調査（第3章）でも同様の結果が得られた。半自然環境下におけるイノシシ麟やブ

タbl’68⊃は分娩後1週間から2週間は巣に留まるが、その後はもとの群に戻る。群は雌同上

で構成され，他の雌の子イノシシも存在する。このため、白面の子だけでなく他の雌の

子も連れて歩くことがある。この状況でヒトがイノシシに遭遇したことによってイノシ

シの多産説が出てきたのであろう。また、イノシシは夜行性であるという説も、科学的

な調査が行われていないにも関わらず、一般に広く定着してしまっている。著者はイノ

シシは夜行性ではないと考えており、仲谷83）もイノシシが夜間に行動するのは狩猟圧か

ら逃れるための二次的なものであると述べている。このように、意外と知られていない

イノシシの生態や行動についての調査を進めていかなければならない。

　現在においても海外における動物図鑑のイノシシの分布に日本が欠けているものがい

くつか見られた。わが困におけるイノシシの研究が少なく、海外に紹介されることが少

ないことも原因の一つであろう。今後さらに研究を進めるとともに欧米にもニホンイノ

シシの存在をアピールすべきであろう。

　わが国は野生動物の保護管理について、思想的にも技術的にも未熟である。その原因

の一つに自然資源の保護管理の不足があげられている84）。朝日84）は現在の日本における

野生鳥獣の中で・イノシシだけが資源的価値を有しているが、資源量としては減少傾向

が伺われ、管理のための検討が必要と述べている。高橋89や山内86）もイノシシの商品価

時1～‘1ゴ「「iヒζ！「i’辱’「　層1’「ぴて■聖　　圏パ
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値を評価し、今後の飼育生産の必要性を説いている。

　本研究において、イノシシと家畜種であるブタの行動には共通する点も多いが、異な

る点も多く認められた。これは、これまで行なわれてきたブタにおける調査の結果をそ

のままイノシシの管理へ応川することはできないことを示唆している。今後は、イノシ

シ独自の飼育管理技術を模索していかなければならない。

　本研究において、ニホンイノシシの分娩前から分娩1カ月後までの一・連の行動をリjらか

にしてきた。イノシシの飼育に関する研究が希少である現在、本研究の成果は、今後の

イノシシ飼育の基礎となるだけでなく、白然環境におけるイノシシの調査研究の糸口に

なるものであると確信する。

の
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要約

　家畜種のブタにおける行動学的研究は数多く行なわれてきた。しかし、ブタの祖先種

であるイノシシの行動学的研究はあまり進んでいるとは言えない。国内外を問わずイノ

シシの研究は生態学的なものが多く、行動の調査はほとんど行なわれていないのが現状

である。

　近年、わが国ではイノシシ肉の需要が増加してきており、また、地域活性化のための

特産品の日」｛としてもイノシシは各地で注日されている。イノシシを飼育するためのマ

ニュアルも作られるようになってきたが、まだ飼育経験が浅く、科学的なデータもほと

んど盛り込まれていないのが現状である。実際にイノシシを飼育している現場において

もイノシシ飼育のための研究を求める声は多い。そこで本研究は分娩および哺乳期にお

けるイノシシの行動ならびに子イノシシの行動発達の過程を明らかにし、イノシシ飼育

の適切な管理方法を確立するための基礎として、イノシシの分娩前における行動の変化

（第1章）、分娩時の行動（第2章）、分娩前後のヒトに対する行動の変化（第3章）、分

娩直後1週間における母と子の行動（第4章）、分娩後1カ月間における母とrの行動の変

化（第5章）、哺乳期における子の遊戯行動の発達（第6一章）および、哺乳期におけるワ

ラ給与の有無が行動に及ぼす影響（第7章）を調査した。

　第1章．ニホンイノシシの分娩3週間前から前口までの行動を調査した。休息は、分娩

日の1週間前に増加し、分娩前日に減少した。分娩3週間前から前口までの分娩門内にお

ける場所の利用は個体差が大きく、分娩Hが近づくことによって一・定の変化を示すこと

もなかった。本調査において、イノシシの遊歩が増加したこと、分娩室の利川や巣作り

行動は個体によって差が大きく、分娩前に増加傾向を示さなかったことから、ブタの分

娩前の歩行の増加は生得的なものであるが、巣作りおよび分娩巣の場所の選択について

は外部環境も影響を及ぼすという説が裏付けられた。また、イノシシは、分娩1週間前か

ら3口前までの活動と休息の割合に変化が見られなかったが、その内容を比較すると、

徐々にではあるが・各行動に変化がみられた。これまで、分娩前におけるブタやイノシ

シの調査では、分娩前日の遊歩の増加ばかりが議論されていたが、その前の段階から分

．・ Pジ、、　’1ド「匹” π1・
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娩を行うための行動の変化が起きていることが示唆された。

　第2章．観察が困難なために、これまでほとんど報告されていないイノシシの分娩時

の行動を調査した。イノシシは、分娩1用始から末1㌃娩出までの分娩時間は個体によって

かなりの開きがあった。分娩中および分娩の前後1時間における母イノシシの行動は、分

娩後、子殺しを行なった個体とそうでない個体に違いがみられた。予感しを行なわな

かった母イノシシは、分娩前の1時間は巣作りと休息が多く、分娩中の行動は、休息、世

話、瓦作りが中心であった。分娩後1時間の行動は巣作りが消失し、80％以上が横臥休息

で占められ、残りが1［と話行動であった。一・方、予殺しを行なったイノシシは、分娩前の1

時間は遊歩と探査の割合が比較的高く、分娩中は遊歩と探査が80％以Lを占め、巣作り

行動は観察されなかった。分娩後は遊歩と探査で50％近くを占めており、1㌃を殺さな

かった個体と明らかに異なっていた。本調査において、イノシシの分娩はブタに比べて

非常に軽いものであること、イノシシは分娩後、最初の授乳を行なうまでに要した時間

はブタよりも長いこと、イノシシは分娩直後に10：ll舌行動をよく行なうこと、イノシシは

子イノシシに対してリッキングを行なっている“∫能性が示されたことなど、ブタとの違

いがみられた。ブタの分娩時の行動は子ブタの哺乳に適応した行動と考えられてきた

が、本調査によって、イノシシからブタへの家畜化によって増大した分娩時の負担がブ

タの分娩行動に変化をもたらしたことが示唆された。

　第3章．分娩の前後において、イノシシがヒトに対してどのように反応するかを調査し

た。著者本人が分娩室の扉の前に姿を現し、直立姿勢で静止したときのイノシシの行動

と発声の反応を記録した。イノシシの反応を攻撃、親和、逃避の3つのカテゴリーに分類

し、点数化した。テストの結果、分娩前、イノシシは実験者に対して親和的な行動およ

び軽い逃避的な行動を見せた。分娩が近くなるにつれて供1試イノシシの逃避性が強くな

る傾向が見られた。分娩後は反応が激変し、すべてのイノシシに攻撃性が現れるように

なり、実験者に向かって突進、あるいはそのまま扉に激突した。激突の際に、前頭部か

ら出血することもあった。分娩後、約2週間後からはイノシシの攻撃性が減少し、実験者

に対して親和的な行動を示すようになった。分娩直後には、ある程度慣れた者にでさえ

も、イノシシはブタでは見られないほどの強い攻撃性を示した。

　第4章．イノシシの分娩直後1週間における母と子の行動を調査した。分娩後における
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母イノシシの行動は、分娩後1日目は休息が55．〔，％を占めていたが、711目には39．4％に

まで減少した・授乳の割合は分娩後11i目が311目以降の割合よりも高く、逆に探査と遊

歩の割合は1口目が低かった。世話行動の割合は分娩後7日間を通して、ほとんど変化し

なかった。摂食は徐々にではあるが、増加した。母イノシシは分娩後、摂食中に広場に

ある餌場と子イノシシが休息している保温箱を頻繁に往復していたが、分娩後7日ilには

保温箱を気にすることもなく、摂食に集中する個体も見られるようになった。11i齢から

7日齢の子イノシシの行動は、加齢に伴って休息の割合が徐々に減少したが、7口齢にお

いても休息の割合は高く、64．1％であった。また、母親の頭部に対する接触が加齢に

伴って減少する傾向が見られた。分娩後1週間の母イノシシにおいては、全体的な行動の

変化はブタとよく類似していた。しかし、母イノシシはブタに比べて活動的であり、r

イノシシにおいてもブタでは見られない背乗り行動が観察された。また、母イノシシ、

子イノシシともにブタよりも身軽であり、母親の横臥時にrイノシシが圧死などの危険

にさらされることはなかった。

　第5章．分娩後1カ月間の母と子イノシシの成長に伴う行動の変化を調査した。子イノシシの

成長に伴って母イノシシの行動がどのように変化するかを調べた結果、摂食、遊歩およ

び探査において、有意な増加が認められた。授乳においては各週齢間に大きな変化は見

られなかった。休息およびllt話行動は減少した。各週齢における子イノシシの行動は、

加齢に伴い活動が増加し、休息が急速に減少した。また、休息場所にも変化が現れ、1週

齢では休息の77．8％が保温箱の中で行なわれていたが、3週齢においては12．6％にまで

減少した。摂食に関しては、わずかではあるが、2週齢で母親の餌を口にするようになっ

てきた。飲水の割合に経日的な変化は見られなかった。子イノシシにおける吸乳は各週

齢間においてほとんど変化はなかった。子イノシシの行動は1週齢から3週齢にかけて大

きく変化し、活動的になった。2週瞬時に摂食行動が観察されるなど、行動のレパートリ

ーも増加した。

　第6章．　1週齢から3週齢における子イノシシの遊戯行動を調査した。複数個体で追

いかけ合う行動や併走する行動は2船齢が最も多く、4頭が一緒に走ることが有意に多

かった。模擬乗駕は2週齢から観察されたが、持続時間が短く、模擬闘争の中に組み込ま

れて行なわれることが多かった。模擬闘争は2週齢時に増加する傾向が認められ、富津

概’∵’t’ll’i’ 1ぞド @　・「’1
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が進むにつれて多様化し、複雑になった。模擬闘争において子イノシシは1週齢から3

週齢にかけて大きく行動が発達すると考えられる。イノシシでは授乳、横臥時に母親の

背に乗って遊ぶ行動や、母親の鼻先や四肢を飛び越える個体遊戯行動が多く見られた。

母親の体が子イノシシの運動能力の発達のための遊戯場となっていると考えられる。

　第7章．分娩房で飼育されている哺乳期のイノシシの親rしにワラを給与し、ワラ給与

の有無がどのように行動に影響を及ぼすのかを調査した。ワラ給与1日目において、母イ

ノシシの授乳、休息および摂食は、ワラを与えない対照区よりもかなり低い値となり、

探査においてはワラ給与11．1日のf直が対照1）《に比べ、著しく高くなった。しかし、ワラ給

与2日目においてはこれらの傾向が続くことはなく、摂食のように1目目と類似した他を

とって安定するか、または授乳、休息および探査のように対照1メ：の値に近づく2つのパタ

ーンが見られた。llj：話や遊歩はワラ給’あによって減少する傾向にあった。巣作りについ

ては、個体差が認められた。子イノシシでは、吸乳がワラ給与1日目において対照区より

も急激に減少し、遊歩および探査においてはワラ給与111nの侮が対照区に比べ、著しく

高かった。しかし、母イノシシと1司様にワラ給与2U口においてもこれらの傾向が続くこ

とはなく、遊歩のように1日Hの値に近づいて安定するか、またはli甫乳および探査のよう

に対照区の値に近づく2つのパターンが見られた。休息は対照区において高い値を示す傾

向にあった。また、活動の割合や探査行動において、イノシシは、これまで報告されて

いるブタとは異なる結果が得られた。これは、ブタにおける調査の結果をそのままイノ

シシの管理へ応川することはできないことを示唆している。

　本研究において、ニホンイノシシの分娩前から分娩1カ月後までの・・一連の行動ならびに

子イノシシの行動発達の過程を明らかにしてきた。イノシシは家畜種であるブタの行動

と異なる点が多く認められ、今後は、ブタの飼養管理を参考にしながらも、イノシシ独

自の飼育管理技術を模索していく必要性が示された。イノシシの飼育に関する研究が希

少である現在、本研究の成果は、今後のイノシシ飼育の基礎となるだけでなく、自然環

境におけるイノシシの調査研究の糸日にもなるものであると確信する。
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